
　　       　　質問回答書

　　　　
　　工事名 東京科学大学（湯島）Ｂ棟病棟他改修工事

　　      　　国立大学法人東京科学大学施設部



番号 図面番号 質疑事項 回　答 回答日

1

入札説明書
様式2・別紙1-1
様式2・別紙1-2
様式2・別紙2

　技術提案書「VE提案とVE提案に基づく施
工計画」、「工事全般の施工計画」につい
て、「評価項目数は、評価項目ごとに最大5
項目まで」「工事全般の施工計画に対する
全提案項目数は、最大5項目まで」との記
載がありますが、5項目より少ない項目数
での提案もお認め頂けるのでしょうか？
また項目数が少ない提案をした場合に減
点対象となったり、採点上不利になる採点
方法等がありましたら、ご教示ください。

　５項目より少ない提案項目数での技術提
案をいただくことは可能です。

　また、入札説明書「９　総合評価に関する
事項 (２)  総合評価の方法」の記載のとお
り、「加算点」は、別表１の評価項目におい
て、技術提案書等の内容に応じ、最高４３
点を与えるとしており、項目数によって減
点になったり、不利な扱いを受けることは
ありません。

5月15日

2
入札公告

現場説明書

　入札公告 「１ 工事概要等」の「（5）工期」
には、契約締結日の翌日から令和10年3
月31日(金)まで。（繰越手続き延長予定あ
り）とありますが、現場説明書「別紙：工事
工程案」では、令和10年11月17日を想定し
た工程案となっております。

　5月25日に交付される数量表の積算(予
定価格算出)時の工期は、延長予定である
「令和10年11月17日」までを前提とされて
いるとの認識でよろしいでしょうか。

  よろしい。
  現場説明書記載の通り、入札の積算に
おける工期は財政法の定めによる承認が
得られた場合の延長予定の完成期限であ
る、令和10年11月17日(金)を工期末として
ください。

5月21日

3
入札公告

現場説明書

  番号2の回答が、「令和10年3月31日(金)」
までを前提とする場合、延長の承認が得ら
れなかった時は、現場説明書「別紙：工事
工程案」に記載の令和10年3月31日までの
工事範囲が完成していればよいとの認識
でよろしいでしょうか。

　財政法の定めによる承認が得られなかっ
た場合の完成引渡し範囲については協議
によります。入札の積算における工期は財
政法の定めによる承認が得られた場合の
延長予定の完成期限である、令和10年11
月17日(金)を工期末としてください。

5月21日

4
工事請負契約書

(案)

  07-1工事請負契約案に第4条に「完成期
限は、令和10年3月31日」との記載があり
ますが、契約書にも「繰越手続き延長予定
あり(令和10年11月17日まで)」と記載いた
だくことは出来ますでしょうか。

　
　本学が文部科学省に国立大学法人施設
整備費補助金の計画変更の申請を行い、
同省より計画変更の承認があった場合
は、完成期限の延長に係る変更契約書の
締結を予定しています。
　当該計画変更の申請は令和１０年３月を
予定しているため、落札決定後の契約締
結時における工事請負契約書第４条の完
成期限は、令和１０年３月３１日となりま
す。

5月21日

5
工事請負契約書

(案)

  番号2ならびに番号3の回答の結果、「令
和10年3月31日(金)までに今回の工事範囲
を全て終わらせる」といった内容の契約を
先ずは締結する必要がある場合、繰越手
続き延長の承認が得られなかった時は、
「別記第1号 工事請負契約基準」（発注者
の損害賠償請求等）の第55の一に該当し
ない旨などの特約を設定することは出来ま
すでしょうか。

　工事請負契約書（案）第２２条に基づき、
発注者と受注者が協議して定めることは可
能です。

5月21日

6
入札公告

現場説明書

  番号2の回答が、「令和10年3月31日(金)」
までを前提とした場合、延長承認後、令和
10年3月31日～令和10年11月17日の延期
分の経費等については、追加工事費の対
象となるとの認識でよろしいでしょうか。

　番号2の回答のとおりです。 5月21日

7
入札公告

06-1

  （様式1）競争参加資格申請書について、
電子入札システムで提出する場合は、押
印は不要という認識でよろしいでしょうか。

　電子入札システムで申請書を提出する
場合は、押印を省略しても差支えありませ
ん。

5月21日

にかかる　現場説明書・図面等　に対する質問回答書
東京科学大学（湯島）Ｂ棟病棟他改修工事



8
入札公告

06-2

  （様式2）技術提案書について、電子入札
システムで提出する場合は、押印は不要と
いう認識でよろしいでしょうか。

　電子入札システムで申請書を提出する
場合は、押印を省略しても差支えありませ
ん。

5月21日

9
現場説明書

別紙
工事工程案

  工事工程案の各フロアは、2段に分かれ
た表示で、下部・上部などの記載がありま
す。

  具体的には、令和9年3月～10月の期間
のB棟10階では、「下部：改修」「上部：緩衝
階」の部分を例に考えた場合、下部・上部
とは、具体的にはどのような区分でしょう
か。

  もしくは、「下部は下階」「上部は上階」と
読み替えて宜しいでしょうか。

  また、「上部：緩衝階」、「下部：緩衝階」及
び「緩衝エリア」は、「現場作業可能期間
（騒音・振動作業禁止）」となり、「騒音・振
動作業禁止」となるように読めます。

  どういった施工条件の制約になるのか、
ご教示ください。

　B棟10階「上部：緩衝階」「下部：改修」を例に
回答します。
　「上部：緩衝階」とは、10階工事において、11
階へ影響を及ぼす作業を原則禁止とすることを
示しています。11階は通常稼働中の病棟である
ため、影響を最小限とする目的で、10階上部を
緩衝エリアとして設定しています。具体的には、
10階工事に関連する場合であっても11階への
立入りは不可とし、また、11階床スラブに関する
工事については、騒音・振動の観点から原則と
して実施不可を想定しています。なお、やむを
得ず必要となる工事については、監督職員との
協議によるものとします。
　「下部：改修」とは、9階が工事エリアであるた
め、10階工事において下階へ影響を及ぼす作
業についても実施可能な期間であることを示し
ています。

　上記のため、「下部は下階」「上部は上階」へ
の読み替えはできません。

「上部：緩衝階」
該当階の上階が通常稼働のため、上階に影響
が出るような騒音・振動作業禁止の期間

「下部：緩衝階」
該当階の下階が通常稼働のため、下階に影響
が出るような騒音・振動作業禁止の期間

「緩衝エリア」
該当階の主に下階が通常稼働しているエリア
のため、下階に影響が出るような騒音・振動作
業禁止の期間

5月21日

10
現場説明書

別紙
工事工程案

B棟10階の改修工事期間の開始年月と完
了年月を教えて下さい。

　B棟10階現場作業可能期間は、令和9年
3月から令和10年4月を想定しています。
　尚、上記の回答の通り、現場作業可能期
間内であっても、11階、9階の稼働状況に
より、騒音・振動作業が限定されます。

5月21日

11

現場説明書
別紙：工事工程案

入札説明書
別記第1号工事請
負契約規準第27

条

　着工が令和9年3月となっており、契約日
から着工日まで半年程度の期間が発生す
ると思われます。その期間の物価変動に
ついては、別記第1号工事請負契約規準
第27条（賃金又は物価の変動に基づく請
負代金額の変更）に基づきご協議いただけ
るとの理解でよろしいでしょうか？

　工事請負契約基準第26及び第27に基づ
き、協議することは可能です。

6月8日

12 〃

　上記でご協議いただける場合、１～４項
が全体スライド、5項が単品スライド、6項が
インフレスライドとなり、仮に契約金額より
上昇した場合には、単品スライドの場合に
は起算日の制約はなく対象工事費の1.0％
までが受注者負担でそれ以上が発注者負
担、インフレスライドの場合は起算日の制
約はなく残工事費の1.0％までが受注者負
担でそれ以上が発注者負担、との理解で
よろしいでしょうか？

　そのとおりです。 6月8日

13 〃

　上記でご協議いただける場合、全体スラ
イド、単品スライド、インフレスライドのどれ
を採用するかは、受注者側の要望で選択
できるのでしょうか？できない場合には、
各スライド要項が選択される要件をご教示
ください。

　工事請負契約基準第27に基づき、いず
れも「発注者又は受注者は、（中略）請負
代金額の変更を請求することができる。」と
していますので、受注者による選択は可能
です。

6月8日



14
現場説明書

別紙：工事工程案

　「・現場着手可能となる令和9年3月までを
準備期間とし、通常診療に影響が出ない
範囲で仮設、調査、打合せ等を行うものと
する。」とありますが、令和9年3月までに外
部の仮設工事を行うことは可能という理解
でよろしいでしょうか？　また令和10年11
月17日までに改修工事を完了し、それ以
降に通常診療に影響が出ない範囲で外部
仮設の撤去等を行うことは可能でしょう
か？
　上記が不可の場合は作業員の入退場や
工事資機材の搬出入ができないため、外
部仮設組立・解体期間中は非常用EV13号
機・14号機を工事使用できるという理解で
宜しいでしょうか？

　令和9年3月までに外部の仮設工事
を行うことは監督職員との協議によ
る。
また、改修工事の全ての作業完了後
に、契約書に基づく完成期限以降の期
間で外部仮設の撤去等を行うことは原
則不可です。
　エレベーターの使用については、協
議により使用出来るものとします。

6月8日

15 〃

　「本図は、概略を示したものである。詳細
は協議による。」とありますが、全体の着工
日と竣工日を守れば、その中で各フロア毎
の工事時期や期間を検討し、場合によって
は医療法に伴う検査、備品搬入、移設等
稼働準備期間を変更いただくような協議も
可能と考えてよろしいでしょうか？

　発注者、受注者、本工事に関連する
別途発注工事の受注者や別途発注の
大型医療機器の設置なども含め、関
係者との協議により変更することは可
能とする。

6月8日

16 〃

　完成期限について、財政法の定めによる
承認が得られた場合は令和10年11月17日
まで延長とありますが、工事請負契約書
（案）第4条では令和10年3月31日との記載
となっています。このままの工事請負契約
ですと、令和10年11月17日までの工事内
容を令和10年3月31日までに完成すること
となりますが、財政法の定めによる承認が
得られなかった場合には、令和10年3月31
日までに完了する工事範囲をご協議いた
だけるとの理解でよろしいでしょうか？また
その場合にはその旨を工事請負契約書の
中に記載いただけますでしょうか？

　令和10年3月31日までに完了する工事範
囲の協議は可能です。
　また、工事請負契約書（案）第２２条に基
づき、発注者と受注者が協議して工事範
囲を定めることは可能です。

6月8日

17 〃

　質問の提出期限が令和8年7月2日、回答
内容閲覧期間が令和8年7月7日～7月10
日、入札日が7月10日となっております。入
札金額に質問回答の内容を折り込み社内
手続きにて金額を確定するにあたり、期間
が厳しいです。6月末に質疑回答をいただ
けるようなスケジュールをご検討いただき
たく、お願いいたします。

　既に回答した番号1～9と同様に、質問が
寄せられた場合は、速やかに回答するよう
にしています。

6月8日

18 AT-1
1 各章共通事項　完成時の提出図書図に
ついて、見積項目として上げてよろしいで
すか？

  差し支えございません。
  ただし、予定価格の作成にあたっては、
「完成時の提出図書」は、共通費積算基準
における「完成図等」に該当するものとして
取り扱い、現場管理費率に含まれるものと
して算定いたします。

6月18日

19 AT-2
4 外壁改修工事　施工数量調査　調査範
囲・外壁改修範囲・図示による　とあります
が、外壁改修範囲を教えて下さい

  不要とします。 6月18日

20 AT-4

9　環境配慮改修工事　石綿含有吹付け材
の除去に○はありませんが、既存耐火被
覆にアスベスト含有はないと考えてよろし
いですか？

  よろしいです。 6月18日



21 AT-4
9　環境配慮改修工事　石綿含有建材の除
去工事いついてはｹｲｶﾙ版以外今回見積
対象外と考えて宜しいでしょうか？

  仕上表記載のとおり、壁と巾木部分はア
スベストありとしてください。

6月18日

22 AT-5
10ユニット及びその他工事で、防煙垂れ壁
に○がついていますが、場所がわかりませ
ん。ご指示ください

後日、図面を訂正し、差し替えを通知しま
す。
変更後の図面をご確認ください。

6月18日

23 AT-5

10ユニット及びその他工事で、ロールスク
リーンに○がついていますが、９F保護室
以外が位置・寸法がわかりません。ご指示
ください

  後日、図面を訂正し、差し替えを通知しま
す。
  変更後の図面をご確認ください。

6月18日

24 A-48,49
16FLバルコニー軒天が改修になっていま
すが、天伏がなく施工箇所がわかりませ
ん。ご指示ください。

  誤記です。
  16階バルコニー軒天の改修はございま
せん。

6月18日

（以下、構造に関する質疑）

25 S-6

　Ｘ線装置 床用補強架台 鉄骨詳細図で、
貫通スリーブφ７５が記載されています
が、開口部に補強プレートは不要と考えて
よろしいでしょうか。御指示下さい。

　よろしいです。 6月18日

26
A-65
A-66
S-6

　透視室１・２断面詳細図（１）の５ Ｂ部詳
細図（改修）で、Ｈ鋼と床の接続にアンカー
Ｍ２０と記載されていますが、Ｘ線装置 床
用補強架台 鉄骨詳細図ではアンカーはＭ
１６と記載されており相違します。アンカー
はＭ１６を正と考えてよろしいでしょうか。
御指示下さい。

　よろしいです。 6月18日

27
S-1
S-6

　耐震改修設計仕様（共通）で、溶接検査
はすべて適用無しとなっておりますが、Ｘ
線装置 床用補強架台 鉄骨詳細図のＣ～
Ｅｓｅｃ のｃ材のフランジ溶接部に完全溶け
込み溶接の記載がございます。溶接検査
は必要とし、以下のように考えてよろしいで
しょうか。御指示下さい。
●溶接工の技量検定付加試験：無
●組立て検査（仕口部分）：無
●溶接部の検査：有
●完全溶込み部の超音波探傷試験（工
場）：社内１００％、第三者ＡＯＱＬ４．０％第
６水準

　よろしいです。 6月18日



28
S-8
A-70

　ａ材既存鉄骨梁取付部 Ｂ．ＰＬ 詳細図
で、既存耐火被覆の撤去・復旧について記
載されていますが、撤去・復旧範囲はＡ－
７０図 ６架台補強ブレース部分詳細図に倣
い、ＢＰＬ＋片側１００ｍｍ×２と考えてよろ
しいでしょうか。御指示下さい。

　よろしいです。 6月18日

29 S-8

　２階 透視室２ 天井式モニター架台受け
補強鉄骨詳細図で、ＢＰＬの寸法が３１０×
２００と記載されていますが、ａ材既存鉄骨
梁取付部 ＢＰＬ 詳細図では２８０×２００と
記載されており相違します。ＢＰＬは２８０×
２００を正と考えてよろしいでしょうか。御指
示下さい。

  よろしいです。 6月18日

30
S-9
S-8

  ２階 検査室 天井式モニター架台受け 補
強鉄骨詳細図で、水平方向のｄ材につい
て２×Ｈ－１５０×１５０と記載されており、
水平方向に２本となっていますが、伏図で
は水平方向は各室に１本となっておりま
す。伏図を正とし、水平方向のｄ材は各室
１本と考えてよろしいでしょうか。御指示下
さい。

  よろしいです。 6月18日

31
A-70
S-9

  ２階 透視室天井吊モニター用鉄骨架台
詳細図で、Ａ－Ａ断面図に補助鉄骨として
Ｈ－２００×２００×８×１２が記されていま
すが、新設鉄骨部材リストではＨ－１５０×
１５０×７×１０となっており、Ｈ－２００×２
００は記載されていません。部材リストを正
とし、補助鉄骨はＨ－１５０×１５０×７×１
０のみと考えてよろしいでしょうか。御指示
下さい。

  よろしいです。 6月18日

32 A-70

  ２階 透視室天井吊モニター用鉄骨架台
詳細図で、Ｄ－Ｄ断面図に記載のＢＰＬ－
ア１２ ４５０×４５０について、※印が記載さ
れていませんが、縦材４－１０φが※印付
き（専門工事）のため当該ＢＰＬも※印付き
（専門工事）と考えてよろしいでしょうか。御
指示下さい。

  よろしいです。
  なお、図面記載の「専門工事」は、別途工
事ではなく本工事（建築工事）となります。

6月18日

33
S-1
S-13

  耐震改修設計仕様（共通）で、溶融亜鉛ﾒ
めっきの使用箇所が記載されていません
が、９階 屋外テラスルーバー受け 基礎配
筋図に記載のルーバー下部のＨ鋼は雨掛
部のため溶融亜鉛めっきと考えてよろしい
でしょうか。御指示下さい。

  よろしいです。 6月18日

34 S-13

  ９階 屋外テラスルーバー受け 鉄骨詳細
図で、ハsecのＢＰＬとＧＰＬを留めるボルト
について、ＢＰＬ詳細図では２－Ｍ１６と記
載されていますが、ハsec詳細図では２－
Ｍ２０と記載されており相違します。当該箇
所のボルトは２－Ｍ２０を正と考えてよろし
いでしょうか。御指示下さい。

  よろしいです。 6月18日



35
A-120
S-13

  ９階 屋外テラス詳細図でルーバー取付
用鉄骨のＧＰＬについてＰＬ－１２と記載さ
れていますが、９階 屋外テラスルーバー受
け 鉄骨詳細図ではＰＬ－９と記載されてお
り相違します。ＧＰＬはＰＬ－９を正と考えて
よろしいでしょうか。御指示下さい。

  よろしいです。 6月18日

36
A-120
S-13

  ９階 屋外テラス詳細図で既存梁に取付
けるＢＰＬのボルト径についてＭ２０と記載
されていますが、９階 屋外テラスルーバー
受け 鉄骨詳細図ではＭ１６と記載されてお
り相違します。ボルト径はＭ１６を正と考え
てよろしいでしょうか。御指示下さい。

  よろしいです。 6月18日

37
S-13
S-1

  ９階 屋外テラスルーバー受け 基礎配筋
図に記載のコンクリート基礎について、下
記の点を御指示下さい。
●仕様は耐震改修設計仕様（共通）におけ
る雑用コンクリートＦｃ１８、Ｓ１５と考えてよ
ろしいでしょうか。
●上記でよろしい場合、耐震改修設計仕
様（共通）に記載の設備基礎Ｆｃ２１、Ｓ１５
の該当箇所が不明です。当該仕様の該当
箇所を御指示下さい。

  よろしいです。 6月18日

38 S-13

  ２階 ＰＳ 既存スラブ開口閉塞詳細図で、
閉塞範囲について、伏図では１４５７．５×
７００とされていますが、配筋詳細図では１
４５７．５×６００と記載されており相違しま
す。伏図を正とし、１４５７．５×７００を正と
考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。

  よろしいです。 6月18日

39
S-13
A-71

  ２階 ＰＳ 既存スラブ開口閉塞詳細図で、
開口補強筋についてＤ１６と記載されてい
ますが、２階ＰＳ（１）平面・断面詳細図のＡ
－Ａ断面詳細図ではＤ１３と記載されており
相違します。開口補強筋はＤ１６を正と考
えてよろしいでしょうか。御指示下さい。

  よろしいです。 6月18日

40 A-71

  ２階ＰＳ（１）平面・断面詳細図のＡ－Ａ断
面詳細図でスラブ新設部分の配筋はＤ１３
＠既存配筋ピッチと記載されていますが、
断面図では主筋上端はＤ１３ ・Ｄ１０＠２０
０、主筋下端はＤ１０＠２００、配力筋は記
載なしとなっており相違します。スラブ新設
部分の配筋は以下のように考えてよろしい
でしょうか。御指示下さい。
●主筋上下：Ｄ１３＠２００
●配力上下：Ｄ１３＠２５０

  よろしいです。 6月18日

41 A-110

  ８階 西側水回り等詳細図で、新設床：新
設スラブｔ１２０の記載がございますが、コ
ンクリートの仕様は雑用コンクリートＦｃ１
８、Ｓ１５と考えてよろしいでしょうか。御指
示下さい。

  よろしいです。 6月18日



42 S-1

  耐震改修設計仕様（共通）で、錆止塗装
の塗装回数が記載されていません。工場２
回塗りと考えてよろしいでしょうか。御指示
下さい。

  よろしいです。
  標準仕様書に準じます。

6月18日

43 K-1
  現地を確認したところ、D～F通り、②～③
間の仮囲い内の植栽等移設、復旧費を見
込んで宜しいでしょうか。

  ご質問のD～F通り、②～③間について
は、図示のとおり、設備機器に干渉しない
ように工事をしてください。
  なお、当該範囲に植栽はありません。

  J通り北側⑧～⑩付近の植栽について
は、監督職員との協議により、対応を決定
します。
  そのため、本工事の入札時においては、
植栽の移設や撤去、復旧等については、
別途工事とします。

　また、植栽以外の図面記載の施設・設備
機器は、工事中も通常どおり稼働していま
す。
　移設等は想定していませんので、施工に
あたっては十分注意してください。

6月18日

44
現場説明書
別紙2～5

  工事用ロングリフトから各階内部改修へ
の搬入について、適宜、追加で外部サッシ
(カーテンボックス)等の既存撤去及び復旧
費を見込んでよろしいでしょうか。ご指示下
さい。

  後日、参考図面を追加します。
  仮設、施工方法その他工事目的物を完
成するために必要な工事は見込んでくださ
い。

6月18日

45
現場説明書
別紙2～5

  同上、外壁パネル撤去部の工事中の養
生としてシート養生を見込んで宜しいでしょ
うか。

  仮設、施工方法その他工事目的物を完
成するために必要な工事は見込んでくださ
い。
  ただし、ご質問の「工事中の養生」につい
て、予定価格の作成にあたっては、共通仮
設費率に含まれるものとして算定いたしま
す。

6月18日



        東京科学大学（湯島）Ｂ棟病棟他改修工事

番号 図面番号 質疑事項 回　答 回答日

（以下、内部に関する質疑）

46
A-4
A-6
A-13

仕上表において、既存下記室の室名に「既
存のまま」と記載されていますが、床・壁・天
井全て●：撤去と記載されています。既存
のままが正とし、撤去は無しと考えてよろし
いでしょうか。御指示下さい。
●２階　オンコールルーム
●８階　倉庫
●１１階　倉庫
●１２階　倉庫

よろしいです。

6月23日

47
A-15
A-32

仕上表（１３）において、既存１３階ＳＳの巾
木：ＳＶ　Ｈ７５が既存のままと記載されてい
ますが、壁：ＥＰ－Ｇは撤去と記載されてお
り、１３階平面詳細図（既存・撤去）　７～８/
Ｇ～Ｉ通では一部壁撤去がございます。巾
木：ＳＶ　Ｈ７５は一部撤去に読み替えてよ
ろしいでしょうか。御指示下さい。

よろしいです。

6月23日

48
A-7
A-22

仕上表（５）において、既存８階ＷＣ（ＬＤＲ
（２））の巾木：ＳＶ　Ｈ７５が既存のままと記
載されていますが、壁：ＶＣは撤去と記載さ
れており、８階平面詳細図（既存・撤去）　４
～５/Ｈ～Ｉ通では一部壁撤去がございま
す。巾木：ＳＶ　Ｈ７５は一部撤去に読み替
えてよろしいでしょうか。御指示下さい。

よろしいです。

6月23日

49
A-10
A-24

仕上表（８）において、既存９階ナースラウ
ンジの巾木及び壁が既存のままと記載され
ていますが、９階平面詳細図（既存・撤去）
６～７/Ｇ～Ｈ通では一部壁撤去がございま
す。巾木及び壁は一部撤去に読み替えて
よろしいでしょうか。御指示下さい。

よろしいです。

6月23日

50
A-12
A-26

仕上表（１０）において、既存１０階薬浴室の
壁：ＦＫ－Ｄ６が既存のままと撤去の両方が
記載されていますが、１０階平面詳細図（既
存・撤去）　９～１０/Ｈ～Ｉ通では壁の撤去
がないため既存のままのみと考えてよろし
いでしょうか。御指示下さい。

設計図の通り、FK-Dは既存のまま。
●は既存の目透しシールを撤去です。
撤去後、目透しシールを新設します。
（目透しシールの打替え） 6月23日

51 A-12

仕上表（１０）において、既存下記室の巾
木：ＳＶ　Ｈ７５が撤去と記載されています
が、改修のオンコール室（２）ではＳＶ【既
存】と記載されています。仕上表(10』を正と
し、巾木：ＳＶ　Ｈ７５は撤去と考えてよろし
いでしょうか。御指示下さい。
●１０階　ナースラウンジ
●１０階　看護相談室

よろしいです。

6月23日

52 A-12

仕上表（１０）において、既存下記室の壁に
撤去・既存のまま等の凡例が記載されてい
ません。詳細図A-27を正と考えてよろしい
でしょうか。御指示下さい。
●１０階　光線・軟膏治療室
●１０階　小手術室
●１０階　デイルーム
●１０階　ナースラウンジ
●１０階　看護相談室

よろしいです。

6月23日

53 A-3
A-4

仕上表において、既存２階汚物処理室・ト
イレの天井下地にＦＫ４と記載されていま
すが、仕上表（１）の不燃・準不燃材料認定
番号ではＦＫ５・６・８・１２でＦＫ４の記載が
ございません。ＦＫ5と考えてよろしいでしょ
うか。御指示下さい。

撤去するFK４については、記載の厚さを正
とする。

6月23日

54
A-3
A-9

仕上表（７）において、既存下記室の天井
にＲＰと記載されていますが、仕上表（１）
の凡例・記号等に詳細がございません。塗
装仕上の意味と考えて宜しいでしょうか。
御指示下さい。

放射線汚染防止塗料です。

6月23日

55 A-18

仕上表（１６）において、既存１４階清拭室
の巾木に床材立上　Ｈ７５と記載さえＲてい
ますが、他の階ではＨ３００と記載されてい
ます。他の階に倣いＨ３００に読み替えてよ
ろしいでしょうか。御指示下さい。

14階は他階と異なり、H＝75が正。

6月23日

56
A-6
～16

仕上表において、既存８～１４階清拭室に
アスベストあり（巾木・壁）の記載があり、巾
木が床材立上りですが、床・巾木はアスベ
スト含有材していないと考えてよろしいで
しょうか。御指示下さい。

仕上表記載のとおり、壁と巾木部分はアス
ベストありとしてください。

6月23日

にかかる　現場説明書・図面等　に対する質問回答書



57 A-20

２階平面詳細図（既存・撤去）において、２
～３/Ｈ～Ｉ通にシャワー室の記載がござい
ますが、仕上表に記載がございません。下
記内容について汚物処理室と同じ仕上と
仮定して宜しいでしょうか。御指示下さい。
●床仕上
●巾木
●壁仕上
●天井仕上

後日、図面を訂正し、差し替えを通知しま
す。
変更後の図面をご確認ください。

6月23日

58
A-32
A-142

１３階倉庫　２/Ｈ～Ｉ通について、下記で相
違しています。平面詳細図を正とし、撤去・
改修範囲と考えてよろしいでしょうか。御指
示下さい。
○１３階平面詳細図（既存・改修）：
　　工事範囲内
×１３階天井伏図（既存・改修）：
　　工事範囲外

A-15図　改修内部仕上表　倉庫【既存のま
ま】を正とし、改修範囲外としてください。

6月23日

59 A-22~23

８階平面詳細図（既存・撤去）及び（改修）
より、下図赤枠範囲の間仕切りが下記のよ
うに相違しております。８階平面詳細図（改
修）を正とし、赤枠部の間仕切りは既存壁と
考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。

●８階平面図（既存・撤去）(A-22)
　・ＡＬＣ壁撤去

●８階平面図（改修）(A-23)
　・ＡＬＣ壁既存

後日、図面を訂正し、差し替えを通知しま
す。
変更後の図面（A-151、152）をご確認くださ
い。

6月23日

60 A-22~23

８階平面詳細図（改修）より、下図赤枠部に
〈ＰＢ２Ｋ〉が記載されておりますが、８階平
面詳細図（既存・撤去）では記載されており
ません。改修時、ＰＢ２Ｋは不要と考えてよ
ろしでしょうか。御指示下さい。

●８階平面図（既存・撤去）(A-22)

●８階平面図（改修）(A-23)

後日、図面を訂正し、差し替えを通知しま
す。
変更後の図面（A-22）をご確認ください。
PB2K一部撤去、一部既存のまま。

6月23日



61 A-40

改修前病床等外壁側の間仕切凡例につい
て、平面詳細図に記載されておりません。
ＧＬ工法と考えてよろしいでしょうか。御指
示下さい。

よろしいです。

6月23日

62 A-40

化粧ケイカル板の目地シーリングについ
て、シリコンー系と考えてよろしいでしょう
か。御指示下さい。

よろしいです。

6月23日

63 A-128～147

改修後天井伏図において、凡例ＬにＦＫ５
（ケイ酸カルシウム板）と記載されております
が、特記仕様書にｔ５の適用がございませ
ん。図面通りｔ５を見込むと考えてよろしい
でしょうか。御指示下さい。

よろしいです。

6月23日

64
AT-4

A-10～16

各階介護シャワー室の壁・天井仕上（ＦＢ－
Ｄ 化粧フレキシブルｔ６．０）について、特記
仕様書に記載のメーカー名・品番に該当
厚さがありません。エーアンドエーマテリア
ル ステンド＃３００ 厚さ６ｍｍ（受注生産品）
同等と考えてよろしいでしょうか。御指示下
さい。

よろしいです。

6月23日

65 A-10～16

仕上表において、改修各階介護シャワー
室の壁・天井にシール処理と記載されてお
りますが、仕様と断面寸法が記載されてお
りません。シリコン系 ６×６と考えてよろしい
でしょうか。御指示下さい。

変性シリコーン10ｘ10を見込んでください。

6月23日

66 A-199

共通詳細図（４）において、下記廻り縁に
シーリング５×１０が記載されておりますが、
下記項目について御指示下さい。
●十手形廻り縁の範囲にシーリングも見込
むと考えてよろしいでしょうか。
●シーリングの仕様は、シリコーン系と考え
てよろしいでしょうか。

共によろしいです。

6月23日

（以下、建具に関する質疑）



67

A-170
A-171
A-173

A-181～183
A-187
A-189
A-191
A-193
A-195

以下の建具について、建具表の姿図と寸
法欄とで建具寸法が相違しております。赤
文字記載した寸法を正と考えてよろしいで
しょうか。御指示下さい。
　建具表（既存）　　○姿図　　　　×寸法欄
●ＡＤ－８０２　　　　Ｗ２２００　　　　Ｗ１８００
●ＡＤ－８０３　　　　Ｗ２２００　　　　Ｗ１８００
●ＬＳＤ－４６　　　　Ｈ２０００　　　　Ｈ２３００
●ＳＰ－１０９　　　　 Ｈ２６００　　　  Ｈ２３００

建具表（改修）　　○姿図　　　　×寸法欄
●ＰＷ－４　　　　　Ｈ１１２０　　　　Ｈ１５６０
●ＳＤ－２０１　 　　Ｈ２０００　　　　Ｈ１８５０
●ＬＤ－２０７　 　　Ｗ８５０　　　　　Ｗ９００
●ＬＤ－２１７　 　　Ｗ１１５０　　　　Ｗ１２００
●ＳＰＤ－２０２Ｂ 　Ｈ２３００　　　　Ｈ２０００
●ＳＰG－２０９ 　　Ｈ２３００　　　　Ｈ２５００
●ＴＢ－２０３ 　　　Ｈ２４００　　　　Ｈ２３００
●ＴＢ－２０４ 　　　Ｈ２４００　　　　Ｈ２３００

図面を訂正し、差し替えを通知しました。
変更後の図面をご確認ください。
また、上記に加え以下を訂正します。

建具表（既存）
SP-109：H＝2600

建具表（改修）
LD-207：850W
LTB-203、204：H＝2400

6月23日

68

A-170
A-171
A-173

A-181～183
A-187
A-189
A-191
A-193
A-195

以下の建具について、建具表の姿図と寸
法欄とで建具寸法が相違しております。赤
文字記載の寸法を正と考えてよろしいで
しょうか。御指示下さい。

建具表（改修）　　○姿図　　　　×寸法欄

●ＡＤ－８０２ 　　 Ｗ２２００　　　　Ｗ１８００
　　　　　　　　　　　Ｈ２１００　　　　Ｈ２２００
●ＡＤ－８０３ 　　 Ｗ２２００　　　　Ｗ１８００
　　　　　　　　　　　Ｈ２１００　　　　Ｈ２２００
●ＳＤ－５１ 　　   Ｗ１０８０　　　　Ｗ１０００
●ＳＤ－５１Ａ 　　 Ｗ１０８０　　　　Ｗ１０００

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日

69
A-171
A-172

建具表（５）（既存）において、姿図欄に改
修建具のＬＳＤ－１が記載されております
が、仕様等が建具表に記載されておりませ
ん。建具表（６）（既存）に記載の下記が該
当すると考えてよろしいでしょうか。御指示
下さい。
　　　　　建具表（６）（既存）

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日

70 A-178

建具表(２)（改修）において、ＡＷ－２８－１
の姿図が記載されておりません。ＡＷ－２８
と同様と考えてよろしいでしょうか。御指示
下さい。

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日

71 A-181

建具表（５）（改修）において、ＡＤ－２０１の
姿図にステンレス製と記載されております
が、材質仕上欄にはＡＬと記載されておりま
す。材質仕上欄を正とし、ＡＤ－２０１はア
ルミ製建具と考えてよろしいでしょうか。御
指示下さい。

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日

72
A-179
A-182

建具表（３）（改修）において、ＡＷ－８０１が
記載されておりますが、建具表（６）（改修）
にも同仕様のＡＷ－８０１が記載されており
ます。建具表（６）（改修）のＡＷ－８０１は誤
記と考えてよろしいでしょうか。御指示下さ
い。

よろしいです。

6月23日

73

A-183
A-184
A-186
A-187

建具表（改修）に姿図が記載されていない
建具がございます。以下の姿図に倣うと考
えてよろしいでしょうか。御指示下さい。
●ＬＤ－２０１Ａ：ＬＤ－２０１に倣う
●ＬＤ－２０４Ｄ：ＬＤ－２０４Cに倣う
●ＳＰＳ－２０１Ｉ：ＳＰＳ－２０１Cに倣う
●ＳＰＳ－２０２Ｃ：ＳＰＳ－２０２に倣う
●ＳＰＳ－２１９Ｆ：ＳＰＳ－２１９に倣う
●ＳＰＳ－２３２：ＳＰＳ－２３２Ａに倣う

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日

74
A-187
A-194

建具表（11）・（１８）（改修）の姿図欄におい
て、ＳＰＳ－２３９・２３９Ａは鋼製、ＳＰＳ－８０
２はスチールパーティションと記載されてお
ります。建具表（８）（改修）において、ＳＰＳ
の姿図には軽量鋼製と記載されていること
から、ＳＰＳ－２３９・２３９Ａ・８０２は軽量鋼製
建具と考えてよろしいでしょうか。御指示下
さい。

ＳＰＳ－２３９・２３９Ａは軽量鋼製建具。
SPS-802は変更図にて削除しました。

6月23日



75 A-190

建具表（改修）において、姿図に建具符号
が記載されておりますが、建具表に仕様が
記載されていない建具がございます。以下
のように考えてよろしいでしょうか。御指示
下さい。
●ＳＳＦ－２０３：
　ＳＳＦ－２０１と同仕様

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日

76
A-149～166
A-184～186

以下の建具について、建具表（改修）の姿
図に建具符号が記載されておりますが、建
具案内図（改修）にも記載されていないた
め、不要と考えてよろしいでしょうか。必要
な場合、仕様と設置場所を御指示下さい。
●ＳＰＳ－２０４
●ＳＰＳ－２１１
●ＳＰＳ－２１７Ｃ
●ＳＰＳ－２１９Ｈ（建具表（１０））

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。
上記に加え、A-186図の姿図からSPS-
219Hを削除します。

6月23日

77 A-193

建具表（１７）（改修）において、ＳＤＳ－８０４
が記載されておりますが、姿図が記載され
ておりません。また、建具表（１７）（改修）に
おいて、姿図にＳＳＤ－８０４が記載されて
おりますが、建具表に仕様が記載されてお
りません。姿図ＳＳＤ－８０４と考えて宜しい
でしょうか。御指示下さい。

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日

78 A-193

上記質疑を正とする場合、ＳＤＳ－８０４のＨ
寸法は、姿図にＨ２１００と記載されておりま
すが、建具表の寸法欄にはＨ２０００と記載
されております。建具表を正とし、Ｈ２０００と
考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日

79
A-121
A-152
A-193

建具表（１７）（改修）の姿図ＳＳＤ－８０４をＳ
ＤＳ－８０４と考える場合、ＳＤＳ－８０４の姿
図について、建具表（１７）（改修）に２枚片
引き自動扉と記載されておりますが、設置
場所である８階建具案内図（改修）Ｘ８－９
／Ｆ－Ｇ通間には引分け戸と記載されてお
ります。８階Ｃ－１展開図　８－９通間にお
いて、引分け框戸が記載されていることか
ら、ＳＤＳ－８０４は引き分け自動ドアと考え
てよろしいでしょうか。御指示下さい。
　　　　　８階Ｃ－１展開図　８－９通

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日

80 A-194

建具表（１８）（改修）において、ＳＰＳ－２０
は両引分け戸と記載されておりますが、姿
図には片引き戸が記載されております。姿
図を正とし、片引き戸と考えてよろしいで
しょうか。御指示下さい。

よろしいです。

6月23日



81
A-149
A-150
A-188

２階建具案内図（改修）において、前室（４）
～検査室３にパーティションが新設されて
おりますが、建具符号が記載されておりま
せん。検査室２に倣い、ＳＰ－２０１と考えて
よろしいでしょうか。御指示下さい。
　　　　   ２階建具案内図（改修）

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日

82
A-149
A-175

２階建具案内図（既存）において、１床室に
ＳＳＦ－１が記載されておりますが、建具表
に記載されておりません。建具表（９）（既
存）に記載のＳＦＦ－１が該当するとし、ＳＳ
Ｆ－１と考えてよろしいでしょうか。御指示下
さい。
             ２階建具案内図（既存）

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日

83
A-21
A-150
A-188

２階平面詳細図（改修）において、記録台
にＳＰと記載されておりますが、２階建具案
内図（改修）において、同場所に建具符号
が記載されておりません。平面詳細図より、
以下のスチールパーティションが必要と考
えてよろしいでしょうか。御指示下さい。
　　　　　２階建具案内図（改修）

●スチールパーティション
●Ｗ２４００×Ｈ２８００
●その他仕様ＪはＳＰ－２０３に倣う

よろしいです。
質問の建具について、
スチールパーディションSP-214として、
サイズ：Ｗ２４００×Ｈ２８００
その他の仕様については、SP-203と同様
とし、1か所追加とします。

6月23日

84
A-149
A-176

２階建具案内図（既存）において、便所
（女）にＴＢ－１（片開き戸４か所）が記載さ
れておりますが、建具表（既存）において、
ＴＢ－１には片開き戸が２か所のみ記載さ
れております。建具表において、ＴＢ－２に
片開き戸が４か所記載されていることから、
建具案内図のＴＢ－１をＴＢ－２と読み替え
てよろしいでしょうか。御指示下さい。
　　　　２階建具案内図（既存）

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日



85
A-149
A-150

２階建具案内図（既存）において、２階平面
詳細図より、下図の赤枠部分の建具やトイ
レブースは撤去となっておりますが、建具
符号が記載されておりません。撤去建具に
ついて、以下のように考えてよろしいでしょ
うか。御指示下さい。
　　　　　２階建具案内図（既存）

●スタッフ便所（男）：
　トイレブース撤去　Ｌ１６００×Ｈ１８００
●スタッフ便所（女）：
　トイレブース撤去　Ｌ１４００×Ｈ１８００
●検査室：
　軽量鋼製片開き戸撤去
　Ｗ９００×Ｈ２０００
　ガラスなし

●スタッフ便所（男）
TB-12：1670LX1800H
●スタッフ便所（女）：
TB-13：1370LX1800H
●検査室
LSD-1
とし、上記は全て撤去とします。

6月23日

86

A-20
A-21
A-149
A-150

２階建具案内図（既存）において、附室のＳ
Ｄ－１９は撤去建具と記載されております
が、建具案内図（改修）には改修建具と記
載されております。２階平面詳細図（改修）
において、同場所の壁は既存のままのた
め、建具案内図（既存）のＳＤ－１９は改修
建具と考えてよろしいでしょうか。御指示下
さい。
　　　　　２階建具案内図（既存）

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日

87

A-20
A-21
A-149
A-150

２階建具案内図（既存）において、ＡＤに改
修建具のＳＤ－１３と撤去建具のＬＳＤ－６
（符号のみ）が記載されておりますが、建具
案内図（改修）において、同場所にはＳＤ－
２０２が新設されております。ＡＤに記載の
片開き戸は撤去建具のＬＳＤ－６、ＳＤ－１
３は誤記と考えてよろしいでしょうか。御指
示下さい。
　　　　　　２階建具案内図（既存）

SD-13：撤去。
LSD-6：誤記のため削除
なお、SD-13撤去後壁にて塞ぎ。
（A-21図による）

6月23日

88
A-151
A-152

以下の建具について、８階建具案内図（既
存）で既存のままとなっておりますが、建具
案内図（改修）では改修建具と記載されて
おります。建具案内図（既存）を正と考えて
よろしいでしょうか。御指示下さい。
●ＳＤＳ－８０１
●ＳＤＳ－８０１Ａ
●ＳＤＳ－８０４
●ＳＰＳ－８０２
●ＳＤＳ－８０２
●ＡＤ－８０３

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。
なお、変更図A-152図において、SDS-
801、801Aの建具符号に斜線記入がある
が、斜線は削除訂正します。

6月23日



89
A-152
A-183

８階建具案内図（改修）において、Ｘ５通／
Ｈ－Ｉ通間の収納庫に両開き戸のＬＤ－２２
０Ａが記載されておりますが、建具表（改
修）において、親子開き戸と記載されており
ます。建具表を正とし、ＬＤ－２２０Ａは親子
開き戸と考えてよろしいでしょうか。御指示
下さい。
　　　　９階建具案内図（改修）

よろしいです。

6月23日

90
A-152
A-190

８階建具案内図（改修）において、Ｘ７－８
／Ｈ－Ｉ通間にＳＦ－２０３Ａが記載されてお
りますが、設置場所が不明です。不要と考
えてよろしいでしょうか。必要な場合設置場
所を御指示下さい。
　　　　８階建具案内図（改修）

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日

91
A-151
A-169

８階建具案内図（既存）において、撤去建
具のＡＷ－８０２が記載されておりますが、
建具表（３）（既存）において、改修建具と記
載されております。建具案内図（改修）にお
いて、同場所に建具は新設されていないた
め、建具表のＡＷ－８０２を撤去建具と読み
替えてよろしいでしょうか。御指示下さい。
　　　　８階建具案内図（既存）

　　　　　建具表（３）（既存）

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日

92 A-151

８階建具案内図（既存）において、陣痛室
ＷＣに撤去建具ＳＰＳ－８０３が記載されて
おりますが、建具表に記載されておりませ
ん。以下のように考えてよろしいでしょうか。
御指示下さい。
　　　８階建具案内図（既存）

●ＳＰＳ－８０３（撤去建具）
●軽量鋼製額入片引きハンガー戸
●有効Ｗ８００×Ｈ２０００
●ガラスＦ４　Ｗ１００×Ｈ８００付

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日



93
A-151
A-170

８階建具案内図（既存）において、Ｘ３－４
／Ｆ－Ｇ通のＰＳに改修建具のＳＤ－１３が
記載されておりますが、建具案内図（改修）
において、同場所に扉は記載されておりま
せん。建具案内図（既存）には撤去建具Ｓ
Ｄ－１３が記載されていると考えてよろしい
でしょうか。御指示下さい。
　　　　　８階建具案内図（既存）

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日

94
A-153
A-154

９階建具案内図（改修）において、ＲＩ病室
（１）～（４）に新設建具のＴＢ－２１０～２１２
が記載されておりますが、９階建具案内図
（既存）には建具符号が記載されておりま
せん。ＴＢ－２１０～２１２と同仕様のトイレ
ブースを撤去・新設すると考えてよろしいで
しょうか。御指示下さい。
　　９階建具案内図（既存）

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日

95 A-120

９階屋外テラス詳細図において、Ｗ７００の
ＳＤの仕様が記載されておりません。以下
のように考えてよろしいでしょうか。御指示
下さい。

●防火性能なし、気密性なし
●ガラスなし扉
●ＳＯＰ塗装仕上

AD-G1とします。
アルミ製　片引き門扉（支柱タイプ）
アルマイト、レバーハンドル錠、本締錠（鎌
錠）、パネル部アルミｔ4、忍び返し付。
屋外テラスの左図のか所の他、屋外テラス
の右下部分にも設置するものとして、合計
２か所設置を見込んでください。

6月23日

96 A-153

９階建具案内図（既存）において、Ｘ６－７
／Ｆ－Ｇ通間に撤去建具ＡＷ－９０１・ＡＤ
－９０１が記載されておりますが、取付場所
が不明です。誤記と考えてよろしいでしょう
か。御指示下さい。
　　　　　　９階建具案内図（既存）

図示の通りです。
なお、AW-901を「はめ殺し窓」から「排煙
窓」に訂正します。
また、付属する手動の排煙オペレーターも
撤去とします。

6月23日



97

A-152
A-153
A-172
A-501

９階建具案内図（既存）において、管理用
扉ＳＴＤ－９・１０は撤去建具と記載されてお
りますが、建具案内図（改修）において、同
場所に扉が記載されております。撤去のみ
と考えて宜しいでしょうか。御指示下さい。
　　　　　９階建具案内図（改修）

既存のままとします。

6月23日

98 A-153～165

９～１４階建具案内図（改修）において、ＰＳ
扉に改修建具のSD-51Aが記載されており
ますが、建具案内図（既存）には記載され
ておりません。建具案内図（既存）にも、改
修建具のSD-51Aが必要と考えてよろしい
でしょうか。御指示下さい。
　　　　９階建具案内図（既存）

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日

99

A-107
A-155
A-156

１０階建具案内図（既存）において、改修建
具ＳＤ－４１が記載されておりますが、建具
表に記載されておりません。既存のままと
考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。
　　　１０階建具案内図（既存）

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日

100
A-26～33

A-155～162

１０～１３階建具案内図（改修）において、ス
タッフステーションのＳＰＳ－９は改修建具と
記載されておりますが、１０・１１建具案内図
（既存）では撤去建具、１２・１３建具案内図
（既存）では改修建具となっております。既
存のままと考えてよろしいでしょうか。御指
示下さい。
　　　　１０階建具案内図（改修）

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日



101

A-26
A-27
A-155
A-156

１０階建具案内図（既存）において、ナース
ラウンジのＬＳＤ－１は改修建具と記載され
ておりますが、建具案内図（改修）におい
て、同場所にはＳＰＳ－２１４Ｅが新設されて
おります。平面詳細図において、壁は撤去
されていることから、ＬＳＤ－１は撤去建具と
考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。
　　　　　　１０階建具案内図（既存）

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日

102

A-153
A-154
A-163
A-164

上記質疑を正とする場合、建具案内図（既
存）において、改修建具と記載されておりま
すが、建具案内図（改修）で同場所に建具
が新設されている以下の建具についても、
上記と同様に撤去建具と考えてよろしいで
しょうか。御指示下さい。

●９階建具案内図（既存）
　ＳＤ－６（ＥＶホール（４））
　ＡＤ－８０３（廊下（２））
　
●１４階建具案内図（既存）：
　ＬＳＤ－１（ナースラウンジ）
　ＳＰ－１６０（廊下ＴＥＬＢＯＸ）
　ＳＰＳ－９（スタッフステーション）

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日

103

A-28
A-29
A-157
A-158

１１階建具案内図（既存）において３内検査
室、Ｄｒ－オンコールルームのＬＳＤ－１は
撤去建具と記載されておりますが、建具案
内図（改修）において、同場所には改修建
具のＬＳＤ－１が記載されております。平面
詳細図において、同場所の壁は既存のま
まとなっているため、ＬＳＤ－１は改修建具
と考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。
　　　　　　１１階建具案内図（既存）

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日

104
A-157
A-158

上記質疑を正とする場合、建具案内図（既
存）において、撤去建具と記載されておりま
すが、建具案内図（改修）で同場所に改修
建具が記載されている以下の建具につい
ても、上記と同様に改修建具と考えてよろ
しいでしょうか。御指示下さい。
●１１階
　ＳＰＳ－７（Ｘ１－３・４－５／Ｆ－Ｇ通間
　　　　　　　４床室３か所　）
　ＳＰＳ－７（Ｘ１－３・４－５／Ｉ－Ｊ通間
　　　　　　　４床室３か所　）
　ＳＤ－１３（Ｘ６－７／Ｆ－Ｇ通間ＰＳ）
　ＳＤ－１３（Ｘ７－８／Ｇ－Ｈ通間ＰＳ）
　ＳＰ－１２５（デイルーム）

A-157図　SD-13（X7-8,G-H間PS）の建具
符号について、改修符号の◎に訂正しま
す。
上記以外については、図面を訂正し、差し
替えを通知しました。変更後の図面をご確
認ください。

6月23日

105
A-32～37

A-159～164

以下の建具について、建具案内図（既存）
に撤去建具と記載、建具案内図（改修）の
同場所に扉が記載されておりますが、建具
符号が記載されておりません。建具案内図
（改修）にも建具案内図（既存）と同じ建具
が必要、平面詳細図より壁は既存のままの
ため、改修建具と考えてよろしいでしょう
か。御指示下さい。
●１２～１４階SD－１３（Ｘ７－８／Ｇ－Ｈ通
間ＰＳ）
●１２階ＳＰ－１２５（デイルーム）

１２～１４階SD－１３（Ｘ７－８／Ｇ－Ｈ通間
ＰＳ）の建具符号について、改修符号の◎
に訂正します。
上記以外については、図面を訂正し、差し
替えを通知しました。変更後の図面をご確
認ください。

6月23日



106

A-149
A-150

A-157～164
A-192

建具表（１６）（改修）において、改修建具Ｓ
Ｄ－１３はＷ６００と記載されておりますが、
２・９～１４階建具案内図（既存）・（改修）に
おいて、Ｅ階段横のＥＰＳのＳＤ－１３はＷ８
００となっております。ＥＰＳのＳＤ－１３のＷ
寸法はＷ6００を正と考えてよろしいでしょう
か。また、２階　Ｘ２－３／Ｇ－Ｈ通間ＡＣに
記載のＳＤ－１３についても、Ｗ6００と考え
てよろしいでしょうか。御指示下さい。
　　　　１０階建具案内図（改修）

よろしいです。

6月23日

107
A-156
A-158
A-189

11階建具案内図（改修）において、１床室
～２床室にＳＰＧ－２１１Ａが記載されており
ますが、建具表に記載されておりません。１
０階に倣い、ＳＰＧ－２１１Aと読み替えてよ
ろしいでしょうか。御指示下さい。
　　　　　１１階建具案内図（改修）

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日

108
A-28
A-158

１１階建具案内図（既存）において、車いす
便所に撤去建具ＳＰＳ－２１が記載されてお
りますが、建具表に記載されておりません。
以下のように考えてよろしいでしょうか。御
指示下さい。
　　　　　１１階建具案内図（既存）

●ＳＰＳ－２１：軽量鋼製
　　　　　　　　額入片引きハンガー戸
●有効Ｗ１４００×Ｈ２０００
●ガラス：Ｆ４　１００×８００

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日

109

A-30
A-31
A-159
A-160

１２階Ｘ３－４／Ｆ通上のＡＷ－１９－１につ
いて、建具案内図（既存）に撤去建具、建
具案内図（改修）で新設建具と記載されて
おります。平面詳細図において、同場所の
壁は既存のままとなっているため、改修建
具と考えてよろしいでしょうか。御指示下さ
い。
　　　　　　１２階建具案内図（既存）

よろしいです。
A-159については、図面を訂正し、差し替
えを通知しましたが、A-160図において、左
記の建具符号が修正されていないため、
改修符号の◎に訂正します。

6月23日



110
A-159～162

A-167
A-177

１２・１３階Ｘ１－２・４－５／Ｊ通上の改修建
具ＡＷ－１９について、建具表に記載され
ておりません。仕様と改修内容はＡＷ－１９
－１に倣うと考えてよろしいでしょうか。御指
示下さい。
　　　　　　１２階建具案内図（既存）

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日

111

A-34
A-35
A-163
A-164

１４階Ｘ３－４／Ｇ－Ｉ通間のＡＷ－４５につ
いて、建具案内図（既存）で撤去建具（２か
所）、建具案内図（改修）で新設建具（１か
所）・改修建具（１か所）と記載されておりま
す。平面詳細図において、同場所の壁は
既存のままのため、２か所とも改修建具と考
えてよろしいでしょうか。新設・撤去建具の
場合、建具表を御指示下さい。
　　　１４階建具案内図（既存）

　　　　１４階建具案内図（改修）

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日

112
A-153～164

A-169
A-179

上記質疑を正とする場合、１０～１４階建具
案内図（改修）において、吹抜に改修建具
ＡＷ－４５が８か所記載されておりますが、
建具表（改修）に記載されておりません。９
階建具案内図（既存）（改修）において、同
場所の改修建具ＡＷ－４５は、６か所は改
修建具ＡＷ－４５－１、２か所は改修建具Ａ
Ｗ－４５－２に変更となっております。１０～
１４階についても９階同様と考えてよろしい
でしょうか。御指示下さい。
　　　　　１０階建具案内図（改修）

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日



113

A-34
A-35
A-163
A-164

１４階Ｘ３－７／Ｉ通上のＡＷ－２２－３、ＡＷ
－２４－３について、建具案内図（既存）で
改修建具と記載されておりますが、建具案
内図（改修）で新設建具となっております。
建具表（改修）において、ＡＷ－２２－３は
カバー工法と記載されていることから、建具
案内図（既存）のＡＷ－２２－３、ＡＷ－２４
－３は撤去建具と考えてよろしいでしょう
か。御指示下さい。
　　　１４階建具案内図（撤去）

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日

114
A-164
A-182

１４階建具案内図（改修）において、リネン
（汚）に扉が新設されておりますが、建具符
号が記載されておりません。以下のように
考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。
　　　１４階建具案内図（改修）

●鋼製両開き戸
●Ｗ１２００×Ｈ２０００
●防火性能なし、ガラスなし、気密性能な
し
●その他仕様はＳＤ－２０５に倣う

本工事内の建具工事とし、図面を訂正し、
差し替えます。
変更後の図面をご確認ください。

7月1日

115
A-108
A-164

１４階建具案内図（改修）において、無菌病
棟ＳＳ～ＳＳにパーティションが新設されて
おりますが、建具符号が記載されておりま
せん。以下のように考えてよろしいでしょう
か。御指示下さい。
　　　　１４階建具案内図（改修）

●鋼製ガラスパーティション
●Ｗ５５００×Ｈ２５００（ＦＩＸ部Ｈ１５００）
●防火性能なし、気密性なし
●姿図はスタッフステーション廻り詳細図
（６）
　Ｃ展開図による
●ＦＩＸ部：Ｔ５、片開き框戸：Ｔ８
　　ガラス部グラデーションフィルム貼
●エポキシ変性メラミン樹脂焼付塗装

図面を訂正し、差し替えを通知しました。
変更後の図面をご確認ください。
なお、変更図A-189図に記載のSDW-202
が取りつく両端及び窓の上下部分は、軽
量鉄骨間仕切壁（GB）とします。

6月23日

116
A-34
A-163

１４階平面詳細図（既存・撤去）において、
清拭室～脱衣室にＳＰＳ（撤去建具）と記載
されておりますが、１４階建具案内図（改
修）にはＳＦ－２が記載されております。平
面詳細図を正とし、ＳＦ－２を脱衣室と同様
のＬＳＤ－４９に読み替えてよろしいでしょう
か。御指示下さい。
　　　　１４階建具案内図（既存）

A-163図を正とする。

6月23日



117 A-163

１４階建具案内図（既存）において、便所
（女）前室に撤去建具ＳＦ－１（三方枠）が記
載されておりますが、同場所には一方枠が
記載されております。三方枠の場合、柱側
がおさまらないと考え、Ｗ２５×Ｈ２０００の
一方枠と考えてよろしいでしょうか。御指示
下さい。
　　　　１４階建具案内図（既存）

A-175図　記載の通り、SF-1は三方枠とす
る。

6月23日

118
A-163
A-171

１４階建具案内図（既存）において、リネン
庫（汚）にＷ６００の撤去建具ＬＳＤ－８が記
載されておりますが、建具表（既存）におい
て、ＬＳＤ－８はＷ８５０と記載されておりま
す。建具案内図を正とし、リネン庫（汚）のＬ
ＳＤ－８はＷ６００と考えてよろしいでしょう
か。御指示下さい。
　　　　１４階建具案内図（既存）

図示の通りです。

6月23日

119 A-166

15階建具案内図（既存）（改修）において、
バルコニーに改修建具ＳＤ－１７が記載さ
れておりますが、建具表に記載されており
ません。既存のままと考えてよろしいでしょ
うか。御指示下さい。
　　　　１５階建具案内図（既存）

図面を訂正し、差し替えを通知しました。
変更後の図面をご確認ください。
また、上記に加え15階の２か所の訂正も追
加し、合計18か所に訂正します。

6月23日

120

A-154
A-156
A-157
A-159
A-161
A-163

１０階建具案内図（改修）において、建具符
号ＡＷ－１９－１の右上にＢ、ＡＷ－１９－２
の右上にＤ、１３階建具案内図（既存）にお
いて、建具符号ＡＷ－３２等の右上にＥと記
載されております。符号右上に記載のアル
ファベットＢ、Ｄ、Ｅの凡例を御指示下さい。

ご質問いただいた建具符号右上のアル
ファベッド記号について、本工事上の区別
はございません。無視してください。

6月23日

121
A-151～154

A-501
A-502

８・９階バルコニーＰＳの建具、８階Ｘ７－９
／Ｆ－Ｇ通間の建具について、改修ステッ
プ図に工事範囲が記載されておりません。
全てステップＡ工事に区分されるものと考え
てよろしいでしょうか。御指示下さい。

居ながら改修のため、稼働している諸室
（病室やデイルームなど）への影響を最小
限に抑えられる時期に施工を行うことを想
定してください。 6月23日



122

A-156
A-158
A-160
A-162
A-164

建具案内図（改修）において、ＳＰＤ－２０２
Ｂが記載されておりません。１０～１４階建具
案内図（改修）の脱衣室のＳＰＤ－２０２　９
か所をＳＰＤ－２０２Ｂと読み替えてよろしい
でしょうか。御指示下さい。
　　　　１０階建具案内図（改修）

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日

123

A-171
A-177
A-181
A-186
A-187
A-188
A-190
A-193
A-194

建具表と建具案内図とで数量が相違して
いる建具がございます。全て建具案内図を
正と考えてよろしいでしょうか。御指示下さ
い。

　　　　　　     ○建具案内図　　　×建具表
　　　　　　      　　（既存）　　　　 　　（既存）
●ＬＳＤ－２２　　 　  　２　　　　　　 　   　１

　　　　　　　　　○建具案内図　　×建具表
　　　　　　　　　　　（改修）　　　 　　（改修）
●ＡＷ－１９－１　　　５５　　　　　　　　５６
●ＡＷ－１９－2　　　１２　　　　　　　　１４
●ＰＷ－６　　　　　 　４　　　 　　　　　　３
●ＳＦ－２０１Ａ　　　　３　　　 　　　　　　１
●ＳＦ－２０３Ａ　　　　２　　 　　　　　　　３
●ＳＰＳ－２１９Ｂ　　　６３　 　　　　　　　６２
●ＳＰＳ－２１９Ｃ　　　４ 　　　　　　　  　５
●ＳＰＳ－２３５　　 　　２ 　　　　　　     １
●ＬＳＤ－１　　 　  　 ７　　　　　　　  　６
●ＬＳＤ－２２　　 　   ２　　　　　　 　   1
●ＳＰ－２０１　　 　    ５　　　　　　 　  ４
●ＳＰ－１１２　　 　  　５　　　　　　 　  ４

図面を訂正し、差し替えを通知しました。
変更後の図面をご確認ください。
なお、上記変更に加え、A-164図　SP-112
はSP-112Aに訂正する。

6月23日

124

A-170
A-174
A-183
A-186
A-187
A-188
A-190
A-194

以下の建具について、建具案内図に記載
されておりません。不要と考えてよろしいで
しょうか。必要な場合、設置場所を御指示
下さい。
●建具表（改修）
　ＡＤ－８０１
　ＬＤ－２１５
　ＳＰＳ－２１９Ｉ
　ＳＰＳ－２３２
　ＳＰ－２０５
　ＳＰ－１１２Ａ
●建具表（既存）
　ＦＳＤ－２
　ＳＰＳ－８０２
　ＡＤ－８０２

図面を訂正し、差し替えを通知しました。
変更後の図面をご確認ください。
なお、上記変更に加え、A-164図　SP-112
はSP-112Aに訂正する。

6月23日

125 A-177～181

建具表（改修）において、凡例にガラスフィ
ルム張りと記載されております。目隠しフィ
ルム、と考えてよろしいでしょうか。また、
メーカー名・品番がありましたら御指示下さ
い。

AT-3図に記載のとおりとする。

6月23日

126
A-178
A-179

以下の建具について、建具表（改修）のガ
ラス欄にＰＷ６．８と記載されておりますが、
法規制欄に防火性能が記載されておりま
せん。ガラス欄を正とし、防火設備と考えて
よろしいでしょうか。御指示下さい。
●ＡＷ－２５
●ＡＷ－２６－１
●ＡＷ－２６－２
●ＡＷ－３７
●ＡＷ－３８
●ＡＷ－８０２

図面を訂正し、差し替えを通知しました。

なお、変更図面下段「※＜ガラス種類＞は
既存ガラス再利用を示す。」により、＜ガラ
ス種類＞は、既存のガラスです。

6月23日



127 A-178～180

建具表（改修）において、ＡＷ－２８－１等
の姿図にフィルム張り部：現場発泡断熱材
ア３０吹付と記載されております。断熱材の
使用場所について、下図の赤線部分と考
えてよろしいでしょうか。また、その他建具
についても同様と考えてよろしいでしょう
か。御指示下さい。
　

左図の赤囲み範囲（脳波検査室側）です。

その他も同様に、ボードにて窓面を塞ぐ部
分について、フィルム張り＋現場発泡断熱
材を施しています。

6月23日

128 A-179

建具表（改修）において、ＡＷ－３９のガラ
ス欄にＡＬＰ４と記載されておりますが、姿
図には記載されておりません。ＡＷ－３８の
姿図にＡＬＰ４が記載されているため、ＡＷ
－３９にＡＬＰは不要、ＡＷ－３８にＡＬＰが
新設されると考えてよろしいでしょうか。御
指示下さい。

病室の窓（AW38，40，41，42）にALP4（ア
ルミ複合断熱パネルア4.0）を設置。
AW-39はALPは不要です。

6月23日

129

A-152
A-179
A-402

建具表（改修）において、ＡＷ－８０１のガラ
ス欄にＷＰ６．８と記載されておりますが、法
規制欄に防火性能は記載されておりませ
ん。避難・防排煙区画図において、ＡＷ－
８０１は防火区画上に記載されているため、
防火設備、新生児室の窓ですがＷＰ６．８
を使用すると考えてよろしいでしょうか。御
指示下さい。

A-179図のAW-801について、防火設備認
定品に訂正します。
また、ガラスについてWP6.8をPW6.8（網入
り磨き板ガラス）に訂正します。

6月23日

130 A-179

建具表（改修）において、ＡＷ－８０１に仕
上が記載されておりません。二次電解着色
仕上と考えてよろしいでしょうか。御指示下
さい。

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日

131 A-150

２階建具案内図（改修）において、器材室５
に新設建具ＬＤ－２１８が記載されておりま
すが、建具表に記載されておりません。以
下のように考えてよろしいでしょうか。御指
示下さい。
　　　　　　２階建具案内図（改修）

●ＬＤ－２１８
●Ｗ１６００×Ｈ２０００
●軽量鋼製両開き戸
●ガラス、防火性能なし
●その他仕様はＬＤ－２１５に倣う

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日

132 A-180

建具表（改修）において、ガラス凡例にＳＬ
２Ａ、ＳＬ１Ｂ等と記載されております。ＳＬ
（複層ガラス）末尾のアルファベットの凡例
について、御指示下さい。

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日

133 A-177

建具表（改修）において、ＡＷ－１－２は一
部カバー工法と記載されております。赤枠
部分のＡＬＰもカバー工法、ＡＬＰｔ４が新設
されると考えてよろしいでしょうか。御指示
下さい。

よろしいです。

6月23日



134

A-153
A-154
A-167
A-177

９階建具案内図（既存）（改修）において、Ａ
Ｗ－１９－１が撤去、ＡＷ－１９－３は新設と
なっており、建具表（改修）において、ＡＷ
－１９－３の備考欄にカバー工法と記載さ
れております。建具表（既存）において、Ａ
Ｗ－１９－１はＷ６０００×Ｈ１７００、建具表
（改修）において、ＡＷ－１９－３はＷ５７７０
×Ｈ２５４０と記載されております。カバー工
法の場合、ＡＷ－１９－３はＡＷ－１９－１よ
り建具寸法が大きいため、ＡＷ－１９－１の
枠におさまらないことから、ＡＷ－１９－３は
新設建具（カバー工法なし）と考えてよろし
いでしょうか。御指示下さい。
　　　　　　　　建具表（既存）

　　　　　　　　　建具表（改修）

A-177図（変更指示図）AW-19-3備考欄記
載の「カバー工法」については、「既存上枠
利用」を追記します。
※本改修建具については、「既存AW-19-1
のアルミサッシの上枠を残した、カバー工
法」です。

6月23日

135 A-190

建具表（改修）において、ＡＤ－２０１Ｄの備
考欄にアルミエッジ・ＳＵＳ巾木と記載され
ておりますが、姿図には記載されておりま
せん。誤記と考えてよろしいでしょうか。御
指示下さい。

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日

136 A-193

建具表（改修）において、ＡＤ－８０１～ＡＤ
－８０３の改修内容が記載されておりませ
ん。御指示下さい。

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日

137 A-120

９階屋外テラス詳細図において、Ａ棟ＥＶ
ホール～屋外テラス間に既存建具　ガラス
目隠し強化フィルム張りと記載されておりま
す。今回の範囲外と考えてよろしいでしょう
か。範囲内の場合、改修内容と建具仕様を
御指示下さい。

本工事でフィルム張りを実施します。
図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日

138

A-181
A-186
A-189
A-192

以下の建具について、建具表（改修）の寸
法欄と姿図とでＨ寸法が相違しておりま
す。赤字記載寸法を正として考えてよろし
いでしょうか。御指示下さい。
　　　　　　　　　　○姿図　　　　　×寸法欄
●ＰＷ－２　　　　Ｈ１１７０　　　　　Ｈ１４８０
●ＰＷ－３　　　　Ｈ１１７０　　　　　Ｈ１５６０
●ＳＰＳ－２２２　　Ｗ１４００　　　　  Ｗ９００
●ＳＳＤ－２０３　　Ｈ２２００　　　 　Ｈ２０００
●ＳＳＤ－２０３Ａ　Ｈ２２００　　　 　Ｈ２０００
●ＳＤ－１３Ａ　　　Ｈ１９２０　　 　　Ｈ１９２５

SSD-203、203A：H2200を正とする。
SD-13A：H1925を正とする。
上記以外については、図面を訂正し、差し
替えを通知しました。変更後の図面をご確
認ください。

6月23日

139 A-182

建具表（改修）において、ＦＳＤ－２０３の沓
摺・水切欄に凡例が記載されておりませ
ん。沓摺なしと考えてよろしいでしょうか。ま
た、建具表（改修）において、沓摺・水切欄
に凡例が記載されていない建具についても
同様と考えてよろしいでしょうか。御指示下
さい。

FSD-203　沓摺無しでよろしいです。
上記以外については、図面を訂正し、差し
替えを通知しました。変更後の図面をご確
認ください。

6月23日

140 A-189

建具表（改修）において、ＳＤＷ－２０１の姿
図に幕板　ＰＬ－１．５加工　焼付塗装と記
載されております。PL-1.6加工と考えてよろ
しいでしょうか。御指示下さい。

よろしいです。

6月23日

141 A-190

建具表（改修）において、ＳＦ－２０１・２０１Ａ
の仕上が記載されておりません。ＳＯＰと考
えてよろしいでしょうか。御指示下さい。

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日



142
A-181
A-182

以下の建具について、建具表（改修）に枠
見込が記載されておりません。御指示下さ
い。
●樹脂製建具
●ＦＳＤ－２０３・２０４
●ＳＤ－２０１～２０５・２０９

樹脂製建具：67ｍｍ（約70ｍｍ）
FSD-203、204：140ｍｍ
SD-201、205、209：140ｍｍ
ＳＤ-202～204：175ｍｍ

6月23日

143 A-192

建具表（改修）において、以下のＳＤに備考
欄に下枠改修、扉改修、錠改修と記載され
ております。下枠改修、扉改修について、
取替と考えてよろしいでしょうか。御指示下
さい。
●ＳＤ－１３Ａ・１３Ｂ・１３Ｃ
●ＳＤ－２１Ａ
●ＳＤ－４２Ａ

二重床設置により、扉の開閉が出来なくな
るため、既存の扉と下枠を撤去し、新規に
扉（錠前含む）と各床レベルに合わせて下
枠を新設する改修です。
（既存の三方枠は既存利用）

6月23日

144 A-192

建具表（改修）において、ＳＤ－２１の姿図
にカバー工法と記載されておりますが、建
具表の仕様には既存金物･錠取替、ＳＯＰ
塗替と記載されております。建具表仕様欄
を正とし、カバー工法は不要と考えてよろし
いでしょうか。御指示下さい。

よろしいです。
（A-192図　左記の「カバー工法」の記載は
削除します。

6月23日

145 A-183

建具表（改修）において、ＬＤ－２０３等の姿
図にキックプレートが記載されております
が、以下の建具の姿図には記載されており
ません。キックプレート不要と考えてよろし
いでしょうか。御指示下さい。
●ＬＤ－２０１・２０１Ａ・２０２・２０７・
　２１５～２１７

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。
なお、LD-201、201A、202、207、216、218
には、キックプレートを設けてください。
LD-215、217は変更図にて削除しました。 6月23日

146
A-185
A-186

質疑回答２回目Ｎｏ．７６において、ＳＰＳ－
２１７ＣとＳＰＳ－２１９Ｈ（建具表（１０）（改
修））を見込む場合、設置場所を御指示下
さい。

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日

147 A-183

建具表（改修）において、ＬＤ－２０４Ｃ・２０
４Ｄは防火設備ですが、ガラス欄にＦ４と記
載されております。ＬＤ－２０４Ｂに倣い、ＦＴ
Ｐ５と考えてよろしいでしょうか。御指示下さ
い。

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日

148 A-183

建具表（改修）において、ＬＤ－２１２Ａは不
燃扉ですが、ガラス欄にＦＴＰ５と記載され
ております。ＬＤ－２１４に倣い、Ｆ４と考えて
よろしいでしょうか。御指示下さい。

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日

149
A-184
A-187

建具表（改修）において、ＳＰＳ－２０１Ｉ・２３
１Ａは防火設備ですが、ガラス欄にＦ４と記
載されております。ＳＰＳ－２０１Ｃに倣い、Ｆ
ＦＰ５と考えてよろしいでしょうか。御指示下
さい。

SPS-201I について、FFP5に訂正します。
上記以外にについては、図面を訂正し、差
し替えを通知しました。変更後の図面をご
確認ください。 6月23日

150
A-151
A-152

８階ＡＤ－８０２について、建具案内図（既
存）で既存のままとなっておりますが、建具
案内図（改修）では改修建具と記載されて
おります。既存のままと考えてよろしいで
しょうか。御指示下さい。

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日

151
A-119
A-183

建具表（改修）において、ＬＤ－２１２Ｂの仕
上は焼付塗装と記載されておりますが、
シールドルーム詳細図　９階検査室（脳波
計測）にはＳＯＰ塗装と記載されておりま
す。詳細図を正とし、ＳＯＰ塗と考えてよろし
いでしょうか。御指示下さい。

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日



152
A-164
A-194

１４階建具案内図（改修）において、廊下に
Ｗ１３０００程度のＳＰ－１１２が記載されてお
りますが、建具表（改修）において、ＳＰ－１
１２はＷ２１６４５と記載されております。建具
表（改修）において、ＳＰ－１１２ＡはＷ１３７
６０と記載されていることから、ＳＰ－１１２を
ＳＰ－１１２Ａ読み替えてよろしいでしょうか。
御指示下さい。
　　　　　１４階建具案内図（改修）

よろしいです。

6月23日

153

飛散防止フィルムのメーカー名・品番につ
いて、３Ｍ　ＳＨ２ＣＬＡＲ同等と考えてよろし
いでしょうか。御指示下さい。

AT-3図に記載のとおりとする。

6月23日

154
AT-2
A-148

アルミ製建具の性能について、改修特記
仕様書　 ５建具改修工事　アルミニウム製
建具と建具仕様書 アルミニウム製建具特
記事項 １とで以下のように相違しておりま
す。建具特記仕様書を正と考えてよろしい
でしょうか。御指示下さい。
○建具仕様書：Ｂ種
×改修建具特記仕様書：Ｃ種

よろしいです。
A-148図を正とします。

6月23日

155
AT-2

A-182～187

改修特記仕様書　５建具改修工事におい
て、鋼製建具、軽量鋼製建具の簡易気密
型ドアセット　は適用すると記載されており
ます。建具表に記載のＡＴ、ＰＡＴのことと考
えてよろしいでしょうか。御指示下さい。

本工事で気密性が必要な扉は、建具仕様
書、建具表に記載のとおりです。
また、建具仕様書記載の建具性能につい
て、以下のとおり訂正します。
PAT：気密性A-4相当
AT：気密性A-3相当
SAT：気密性A-3相当

6月23日

156
AT-5
A-191

トイレブースの表面材について、改修特記
仕様書　１０ユニット及びその他の工事と建
具表（改修）とで以下のように相違しており
ます。改修特記仕様書を正と考えてよろし
いでしょうか。御指示下さい。
○改修特記仕様書：
　表面材　メラミン樹脂系化粧板
×建具表：
　仕上　エポキシ変性メラミン樹脂焼付塗
装

よろしいです。

6月23日

157
A-149～164

A-195

改修建具ＳＤ－５１・５１Ａについて、外部建
具のため防水シーリング打替が必要と考え
てよろしいでしょうか。御指示下さい。

外部の建具廻りについては、MS-2 20×15
としています。

6月23日

158
A-67
A-182

建具表（改修）において、ＳＤ－２０６の沓摺
凡例にＥ（ステンレスＨＬ）と記載されており
ますが、が、透視室２断面詳細図（１）　Ｆ部
分詳細図（改修）には踏摺ＳＵＳ　ＦＢ、扉下
部にゼロオートマチックタイト設置と記載さ
れております。断面詳細図を正とし、沓摺Ｓ
ＵＳ　ＦＢ、ゼロオートマチックタイト設置と考
えてよろしいでしょうか。御指示下さい。

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日



159

A-84
A-154
A-181

９階建具案内図（改修）において、１床室
（保護室）にＰＷ－５が記載されております
が、病院詳細図（１３）において、同場所に
は内窓アルミサッシＵＡＷ－１（保護室特殊
工事）が記載されております。詳細図を正と
し、アルミサッシが必要と考えてよろしいで
しょうか。御指示下さい。
　　　　　　○病院詳細図

　　　　　×建具案内図

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。
なお、PW-5は一般建具工事から削除し、
専門工事（本工事に含む）としました。
専門工事としての内窓サッシは必要です。

6月23日

160
A-183～187

建具表（改修）において、防火設備ＬＤ－２
０２等のガラスはＦＴＰ、防火設備ＳＰＳ－２０
１Ａ等のガラスはＦＦＰ５と記載されておりま
す。防火認定品と考え、ガラスは建具共計
上と考えてよろしいでしょうか。御指示下さ
い。

防火認定サッシが指定ガラス込みの場合
は、建具共で計上下さい。

6月23日

（以下、外部に関する質疑）

161 AT-3

バルコニー天井の改修について、ＬＧＳは
既存利用と考えてよろしいでしょうか。御指
示ください。

天井伏図に記載の通り、天井下地につい
ても撤去・新設です。

6月23日

（以下、内部に関する質疑）

162 -

存置の間仕切について、仕上のみ撤去・改
修する（ＬＧＳ・下地ボードは存置）と考えて
よろしいでしょうか。御指示下さい。

よろしいです。

6月23日

163
A-3~18
A-20~37

仕上表において、既存に一部撤去の凡例
が記載されておりますが、施工範囲は平面
詳細図でグレー着色がある部屋のうち、白
抜き範囲と考えてよろしいでしょうか。御指
示下さい。（例を下記に記載します）
●１４Ｆデイルームの床仕上一部撤去の範
囲は平面詳細図の下記白抜き範囲

よろしいです。
（設備工事の床置FCU撤去に伴う、部
分床仕上げ改修です。）

6月23日

164 -

下記項目について、参考メーカー名・品番
がございましたら御指示下さい。
○床：エポキシ樹脂サンド舗装

（株）ABC商会：パークコートサンド同等
として下さい。 6月23日

165
A-10
A-119

９階検査室の巾木について、下記で相違し
ています。９階検査室（脳波計測）を正と考
えてよろしいでしょうか。御指示下さい。
×仕上表（８）：床材立上げ（ＣＡＲ（Ａ））
○9階検査室(脳波計測)：ビニル巾木

よろしいです。

6月23日

166

上記質疑に関して、９階検査室（脳波計
測）が正の場合、ビニル巾木の高さはＨ７５
と考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。

H100としてください。

6月23日



167 A-12

仕上表（１０）において、改修　１０階面談室
（２）の床下地が下地調整【新設】と記載さ
れていますが、床仕上はＶＳ【既存】と記載
されています。床仕上が既存のため、床下
地も既存に読み替えてよろしいでしょうか。
御指示下さい。

A-12図改修仕上表の
面談室（１）、（２）及びオンコール室（２）
については、床の下地調整【新設】の
上、VS（HS）【新設】とします。 6月23日

168
AT-3
A-17

既存１４階リネン室の床について、仕上表
（１５）ではＣ－Ｆ（Ａ）増打１０＋ＶＳが撤去と
記載されていますが、改修特記仕様書（３）
６.内装改修工事ではビニル床シート等の
除去は仕上材のみと記載されています。改
修特記仕様書を正とし、増打の撤去は不
要と考えてよろしいでしょうか。御指示下さ
い。

よろしいです。

6月23日

169
A-4
A-5

仕上表において、下記で相違しています。
仕上表（２）の改修２階外来化学療法室を
正とし、既存２階カンファレンスルームの
床・巾木は撤去すると考えてよろしいでしょ
うか。御指示下さい。
○仕上表(2) 改修2階外来化学療法室：
　　　床・巾木　新設
×仕上表(3) 既存2階ｶﾝﾌｧﾚﾝｽﾙｰﾑ：
　　　床・巾木　既存のまま

●既存

●改修

よろしいです。

6月23日

170
A-4
A-5

仕上表において、下記で相違しています。
仕上表（２）の既存２階５床室を正とし、改修
スタッフ通路１の天井は新設すると考えてよ
ろしいでしょうか。御指示下さい。
○仕上表(2) 既存2階5床室：天井　撤去
×仕上表(3) 改修2階ｽﾀｯﾌ通路：天井　既
存

●既存

●改修

よろしいです。
A-5図　改修仕上表の
スタッフ通路１及びスタッフ通路２の天
井については、LGC【新設】＋GB-D9.5
【新設】に訂正します。

6月23日



171
A-21
A-52

改修 ２階外来化学療法室の壁について、
下図赤枠部分（２～３/Ｊ通）で壁符号が相
違しています。２階外来科学療法注射セン
ター詳細図（１）を正と考えてよろしいでしょ
うか。御指示下さい。

×２階平面詳細図（改修）：壁符号ＧＢ（Ｔ
１）Ｋ

○2階外来化学療法注射ｾﾝﾀｰ詳細図：
　　　　　　　　　　　　　　　壁符号＜ＰＢＫ＞

W32Kを正とする。

6月23日

172
A-21
A-52

改修 ２階車イスＷＣの壁について、下図赤
枠部分（２～３/Ｉ通）で壁の納まりが相違し
ています。２階外来科学療法注射センター
詳細図（１）を正と考えてよろしいでしょう
か。御指示下さい。

×２階平面詳細図（改修）：壁符号ＧＢ（Ｔ
１）Ｋ

○2階外来化学療法注射ｾﾝﾀｰ詳細図：
　　　　　　　　　　　　　　　　　壁符号＜ＰＢＫ
＞

A-21図を正とする。

6月23日

173
A-21
A-201

２階平面詳細図（改修）において、ＷＣ等の
ライニングに壁符号Ｗ２０Ｋ（ボード、ＬＧＳ
は天井迄）と記載されていますが、共通詳
細図（６）＜７・１２＞ではＨ１０００～１３００程
度です。共通詳細図の納まりを正と考えて
よろしいでしょうか。御指示下さい。

ご質問のW20Kは、設備配管の目隠し
壁のための天井までの目隠し壁。
共通詳細図（６）＜７・１２＞のライニン
グとは異なります。 6月23日

174
A-55
A-201

２階外来化学療法・注射センター詳細図
（４）において、抗がん剤調製室のＣ面にラ
イニングの記載がございますが、共通詳細
図（６）＜１２＞では該当詳細がございませ
ん。下記と考えてよろしいでしょうか。御指
示下さい。
●下地・仕上：洗面（乾式）洗面棚付に倣う
●Ｈ寸法：Ｈ１０００

A-21図記載のW20Kが正。
上記173番の回答に同じ。

6月23日



175 A-59

２階光学医療診療部詳細図（３）において、
検査室１のＢ面及びＤ面にＳＰ（パーティ
ション）の記載があり、ＦＶＳ２立上りＨ３００
がございますが、ＦＶＳ立上りはパーティショ
ン面は施工しないと考えてよろしいでしょう
か。御指示下さい。

光学医療診療部の各検査室は、部屋
の用途から洗浄をおこないます。
光学医療診療部のパーティションにつ
いては、通常巾木部分が60ｍｍ程度
ですが、パネルを床まで立ち下げる仕
様とし、巾木（床材を立上げ）Ｈ３００を
設け、塩ビ見切縁で押さえます。
なお、パネルのジョイント（目透かし）部
分については、15ｘ6（タテ）程度の
シーリングを施すものとします。

6月23日

176 A-62

２階光学医療診療部詳細図（６）において、
リカバリー展開図　Ｂ面に腰壁Ｈ１０００の記
載があり、端部に見切縁が必要と思われま
すが、詳細がございません。下記内容を御
指示下さい。
●材質
●表面仕上
●厚み・断面寸法

甲板：メラミンポストフォール175ｘ19ｔ
腰壁部下地：St.100ｘ50ｘ20ｘ2.3
（上下通し、タテ＠450内外）
GB-R12.5+GB-R(H)9両面張り
腰壁総厚さ：144ｍｍ
仕上：ＶＣ-1
なお、側面にサイドパネルは設置しな
いものとします。

6月23日

177
A-5
A-61

２階光学医療診療部詳細図（５）において、
洗浄室　Ａ面でＷ３１５０の範囲が他と表記
が異なりますが、仕上表（３）では仕上は１
種類のみです。下図赤枠部分はどのような
内容でしょうか。御指示下さい。

仕上表を正とします。
展開図が誤記です。ご質問の赤枠右
側と同等の仕上となります。

6月23日

178
A-4
A-41

改修　２階廊下（１）の天井仕上について、
下記で相違しています。仕上表を正と考え
てよろしいでしょうか。御指示下さい。
○仕上表（２）：ＧＢ－Ｄ９．５
×矩計図（２）（２～８階）：ＧＢ－Ｒ９．５

よろしいです。

6月23日

179
A-4
A-41

改修　２階検査室７の天井仕上について、
下記で相違しています。仕上表を正と考え
てよろしいでしょうか。御指示下さい。
○仕上表（２）：ＦＫ６＋ＥＰ－Ｇ
×矩計図（２）（２～８階）：ＧＢ－Ｒ９＋ＤＲ１
２

よろしいです。

6月23日

180
A-4
A-41

改修　２階検査室７の壁仕上について、下
記で相違しています。仕上表を正と考えて
よろしいでしょうか。御指示下さい。
○仕上表（２）：メラミン化粧板
×矩計図（２）（２～８階）：ＦＫ６

よろしいです。

6月23日

181
A-5
A-41

改修　２階廊下（２）の天井仕上について、
下記で相違しています。仕上表を正と考え
てよろしいでしょうか。御指示下さい。
○仕上表（３）：ＧＢ－Ｄ９．５
×矩計図（２）（２～８階）：ＧＢ－Ｒ９．５

よろしいです。

6月23日

182
A-5
A-41

改修　２階洗浄室の天井仕上について、下
記で相違しています。仕上表を正と考えて
よろしいでしょうか。御指示下さい。
○仕上表（３）：ＦＫ６＋ＥＰ－Ｇ
×矩計図（２）（２～８階）：ＧＢ－Ｒ９＋ＤＲ１
２

よろしいです。

6月23日

183
A-5
A-41

改修　２階洗浄室の壁仕上について、下記
で相違しています。仕上表を正と考えてよ
ろしいでしょうか。御指示下さい。
○仕上表（３）：ＦＫＤ６
×矩計図（２）（２～８階）：ＥＰ

よろしいです。

6月23日

184
A-4
A-45

改修　２階外来化学療法室の壁仕上につ
いて、下記で相違しています。仕上表を正
と考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。
○仕上表（２）：ＶＣ－１（Ｈ＝１０００まで）
×矩計図（４）：ＶＣ－１（ＦＬ＋９００まで）

よろしいです。

6月23日

185
A-4
A-45

改修　２階スタッフＳＴの壁仕上について、
下記で相違しています。仕上表を正と考え
てよろしいでしょうか。御指示下さい。
○仕上表（２）：ＶＣ－２のみ
×矩計図（４）：ＶＣ－１・ＶＣ－２

よろしいです。

6月23日



186
A-5
A-45

改修　２階スタッフ通路の床仕上について、
下記で相違しています。仕上表を正と考え
てよろしいでしょうか。御指示下さい。
○仕上表（３）：ＦＶＳ２
×矩計図（４）：ＶＳ（ＨＳ）

よろしいです。

6月23日

187
A-5
A-45

改修　２階検査室６の天井仕上について、
下記で相違しています。仕上表を正と考え
てよろしいでしょうか。御指示下さい。
○仕上表（３）：ＦＫ６＋ＥＰＧ
×矩計図（４）：ＧＢ－Ｄ９．５

よろしいです。

6月23日

188
A-5
A-45

改修　下記室の天井仕上について、下記
で相違しています。仕上表を正と考えてよ
ろしいでしょうか。御指示下さい。
●更衣室２
●更衣室５
●前処置室
●車いすＷＣ更衣室

○仕上表（３）：ＧＢ－Ｄ９．５
×矩計図（４）：ＧＢ－Ｒ９．５

よろしいです。

6月23日

189 A-130

２階天井伏図（既存・撤去）において、下記
室について、一部天井高さが変わります
が、具体的な範囲が記載されていません。
御指示下さい。
●ＳＳ（５～８/Ｈ～Ｉ通）　一部ＣＨ２８００
●病棟前室（８～９/Ｈ～Ｉ通）　一部ＣＨ２８
００
●廊下Ｂ（８～９/Ｇ～Ｈ通）　一部ＣＨ２８００

後日、図面を訂正し、差し替えを通知
します。
変更後の図面をご確認ください。

6月23日

190 A-10~15

仕上表において、各階介護シャワー室の
巾木にステンレス見切縁が記載されており
ますが、表面仕上・断面寸法が記載されて
おりません。御指示下さい。

創建　SUS製見切材（SMK-1）同等品。
なお、見切材上部：5ｘ6（ヨコ）、見切材
下部：10ｘ10（ヨコ）のシーリング施すも
のとします。

6月23日

191 -

各室ライニングの撤去について、下記のよ
うに考えてよろしいでしょうか。御指示下さ
い。
●面台：人工大理石ｔ２５
●壁：ＬＧＳ６５形＋耐水合板ｔ１２＋
ＧＢ－Ｓｔ１２．５＋各室壁仕上に倣う

病室の甲板：ポストフォームｔ20
それ以外の甲板：人工大理石ｔ25
ライニング壁：ＬＧＳ65型＋ラワン合板ｔ
15＋ＧＢ－Ｓｔ12.5＋各室壁仕上 6月23日

192 A-201

共通詳細図（６）１５において、樹脂製一体
カウンターの面台に人工大理石と記載され
ておりますが、厚みが記載されておりませ
ん。ｔ２０と考えてよろしいでしょうか。御指示
下さい。

共通詳細図（６）12と同様に ｔ 25。

6月23日

193
A-7
A-23

仕上表において、共通器材室の巾木・壁が
一部撤去の凡例ですが、範囲が記載され
ておりません。下記範囲（赤線）と考えてよ
ろしいでしょうか。御指示下さい。

よろしいです。

6月23日

194 A-22~37

各階平面詳細図（既存）において、廊下の
外壁側にスロープと記載されております
が、納まりを御指示下さい。

以下のとおりです。

6月23日



195 A-199

共通詳細図（４） １９において、照明ボックス
の下記範囲（赤枠）にシーリングの様な記
載がございますが、変成シリコーン系を見
込むと考えてよろしいでしょうか。御指示下
さい。

よろしいです。
なお、指定壁仕上はＥＰ－Ｇとし、下地
は以下とします。
曲面FK：エーアンドエーマテリアル FG
ボードｔ6　同等品

6月23日

196
A-8
A-77

仕上表において、改修後８Ｆ ＮＩＣＵ、隔離
室、ＧＣＵ室の備考欄意メディカルコンソー
ルＢと記載されておりますが、病床詳細図
（６）で点線表記のため建築工事外と考えて
よろしいでしょうか。建築工事の場合、納ま
りを御指示下さい。

建築工事に含みます。
工事内容も含め、後日、図面を訂正
し、差し替えを通知します。
変更後の図面をご確認ください。

6月23日

197 A-202

共通詳細図（７）におおいて、流し台の側面
にポリ合板と記載されておりますが、厚みが
記載されておりません。ｔ１２と考えてよろし
いでしょうか。御指示下さい。

メラミン不燃化粧板ｔ3.0とする。

6月23日

198 A-202

改修後介護シャワー室内側溝の仕上につ
いて、防水モルタルと考えてよろしいでしょ
うか。御指示下さい。

A-202図３、４番及びAT-５図に記載の
(株)シマブン　ノンスリップ樹脂グレー
チング（逆目仕様）　同等品とする。
なお、この製品は、SUS側溝を含んだ
ものです。

6月23日

199 A-202

共通詳細図（７） ３において、排水溝（介護
シャワー室）の詳細がございますが、平面
詳細図に設置場所が記載されておりませ
ん。不要と考えてよろしいでしょうか。御指
示下さい。

建築工事で設置が必要です。
各側溝に２か所づつ設置とします。

6月23日

200 A-202

介護シャワー室の排水管について、建築
工事外と考えてよろしいでしょうか。御指示
下さい。

A-202図３番に記載の範囲は、建築工
事。
なお、接続する竪排水管は機械設備
工事。

6月23日

201
A-6
A-45
A-133

８Ｆ 水廻りオンコール室の天井仕上、天井
高について、仕上表、矩計図、天井伏図で
下記のように相違しております。仕上表、天
井伏図を正と考えてよろしいでしょうか。御
指示下さい。
○仕上表（４）、８階天井伏図：ＧＢ－Ｄ、Ｈ２
３００
×矩計図（４）：化粧ＧＷ、Ｈ２５００

よろしいです。

6月23日

202 A-7

仕上表において、改修後 壁仕上ＶＣ（ビニ
ルクロス）に凡例番号１または２が付いてい
ない部屋（８Ｆ 共通器材室等）がございま
すが、すべてＶＣ１と考えてよろしいでしょう
か。御指示下さい。

よろしいです。

6月23日

203
A-7
A-45
A-133

８Ｆ 改修後中廊下の天井高さについて、仕
上表、矩計図、天井伏図で下記のように相
違しております。仕上表、天井伏図を正と
考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。
○仕上表（５）、８階天井伏図：Ｈ２３００
×矩計図（４）：Ｈ２５００

よろしいです。

6月23日

204 A-133

天井伏図において、改修後 ８Ｆ 診察室に
一部ＣＨ２７００と記載されておりますが、施
工範囲が記載されておりません。御指示下
さい。

「（一部）CH＝2700」は削除とします。

6月23日



205
A-7
A-75

改修後 ８Ｆ ＷＣ（ＬＤＲ２）の壁仕上につい
て、仕上表と病室詳細図 展開図で下記の
ように相違しております。病室詳細図を正と
考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。
○病室詳細図（４）：メラミン化粧板、ＥＰＧ
（Ｈ２０２５以降）
×仕上表（５）：ＶＣ－２

A-7図　仕上表を正とする。

6月23日

206
A-23
A-103

改修後 ８Ｆ ＳＳ室の平面プランについて、
平面詳細図とＳＳ廻り詳細図で下記図のよ
うに相違しております。ＳＳ廻り詳細図を正
と考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。
○左図：ＳＳ廻り詳細図（１）
×８Ｆ平面詳細図

ご質問の部分について、A-23図を正と
する。

6月23日

207
A-7
A-23

８Ｆ ３床室横器材室の床・巾木・壁仕上に
ついて、仕上表に記載されておりません。
下記のように考えてよろしいでしょうか。御
指示下さい。
●床：ＶＳ（ＨＳ）
●巾木：ＳＶ７５
●壁：ＶＣ２

A-13図　改修仕上表の「器材室」と同
様の仕上として下さい。
なお、天井高さはCH＝2300とする。

6月23日

208 A-5

仕上表（３）において、２Ｆ 既存 脱衣室の
床に上り框と記載されておりますが、材質と
断面寸法が記載されておりません。木製
W50×H150と考えてよろしいでしょうか。御
指示下さい。

よろしいです。

6月23日

209
A-5
A-20

仕上表（３）において、２Ｆ 既存 脱衣室の
床にＬＧＦ Ｈ＝３００記載されておりますが、
平面詳細図上で施工範囲が不明です。不
要と考えてよろしいでしょうか。御指示下さ
い。

後日、図面を訂正し、差し替えを通知
します。
変更後の図面をご確認ください。 6月23日

210

A-4
A-5
A-12
A-20

２Ｆ既存 平面詳細図において、下記範囲
にシャワー室が記載されておりますが、床、
巾木、壁仕上が仕上表に記載されておりま
せん。１０Ｆ 薬浴室に倣い、下記のように考
えてよろしいでしょうか。御指示下さい。
●床：特殊ビニル床シートｔ２．５
●巾木：床材立上H300
●壁：ＦＫＤ６

後日、図面を訂正し、差し替えを通知
します。
変更後の図面をご確認ください。

6月23日

211
A-4
A-71

仕上表（２）において、２Ｆ ＰＳ（７－８／Ｇ－
Ｈ通り）の壁にＡＬＣ１２５＋ＧＢ－Ｒ１２（Ｇ
Ｌ）撤去、ＥＰＧ新設と記載されております
が、２階ＰＳ（１）平面・断面詳細図ではＧＢ
－Ｒ１２とＥＰＧの記載がございません。不
要と考えてよろしいでしょうか。御指示下さ
い。

A-4図記載のPS（１）のALC125＋GB-
R12（GL）について、
GB-R12（GL）は削除する。

6月23日

212 A-67

２階光学医療診療部詳細図において、改
修後外壁側にシート貼の上グラスウール断
熱材と記載されておりますが、シート貼の仕
様を御指示下さい。

「シート張り」を既存窓のガラス面に「ガ
ラスフィルム張り」と読み替えてくださ
い。 6月23日



213 A-155

９Ｆ下記新設アルミ製建具の額縁につい
て、スチール ｔ１．６ ＳＯＰと考えてよろしい
でしょうか。御指示下さい。

A-155図　10階です。
既存改修のみです。
なお、既存の額縁はアルミ製です。

6月23日

214 A-130~147

カーテンボックス内カーテンレールについ
て、撤去・改修の仕様が記載されておりま
せん。ステンレス ダブルと考えてよろしいで
しょうか。御指示下さい。

既存はアルミ製カーテンボックス（レー
ル付き）。
新設については、AT-5図記載の通りと
する。また、既存同等のレール付き
カーテンボックスでも可とする。

6月23日

215 A-18

15階 廊下の天井改修について、仕上表内
で下記のように相違しております。改修後を
正と考えてよろしいでしょうか。御指示下さ
い。
○改修後：天井新設
×既存：天井既存のまま

よろしいです。

6月23日

216
A-18
A-146

15階 廊下の天井について、仕上表および
天井伏図に天井段差の記載がございます
が、高さが異なります。天井伏図を正とし、
下記のように考えてよろしいでしょうか。御
指示下さい。
〇天井伏図:CH2615
×仕上表:CH2600

よろしいです。

6月23日

217 A-16

14階 改修後前室（１）～（３）の壁仕上につ
いて、ＥＰＧ（ＦＬ＋９００～）の記載ですが、
ＦＬ＋９００までの壁仕上が不明です。ＶＣ
－１と考えてよろしいでしょうか。御指示下さ
い。

FL+900以下を含め、FK6（目透シール5
ｘ6）＋EP-Gとします。

6月23日

218 A-24･25

９階平面詳細図で、下図範囲の間仕切（Ａ
ＬＣ）について既存・撤去図では撤去の記
載がされておりませんが、改修図よりプラン
が変更されているため、撤去と考えてよろし
いでしょうか。御指示下さい。
＜既存・撤去図＞

＜改修図＞

よろしいです。

6月23日



219 A-24･25

９階平面詳細図で、既存・撤去図の下図範
囲の間仕切（ＡＬＣ）について撤去の記載
がされておりますが、改修図では新設の記
載がされておりません。下記着色範囲のＡ
ＬＣが撤去・新設と考えてよろしいでしょう
か。御指示下さい。
＜既存・撤去図＞

＜改修図＞

既存屋内消火栓：750Wx1300H
新設屋内消火栓（消火器併設型）：
1050Wｘ1300Ｈ
機械設備工事で屋内消火栓を更新し
ますが、上記より、ＡＬＣを300ｍｍ撤去
します。

6月23日

220 A-26･27

１０階平面詳細図で、既存・撤去図の下図
範囲の間仕切（ＰＢ１）について撤去の記載
がされておりませんが、改修図では同範囲
についてプラン変更及び新設間仕切の記
載がされております。下記着色範囲の間仕
切については撤去と考えてよろしいでしょう
か。御指示下さい。
＜既存・撤去図＞

＜改修図＞

よろしいです。

6月23日

221 A-26･27

１０階平面詳細図で、下図範囲の既存間仕
切（ＰＢ１）について既存・撤去図と改修図
で位置が異なりますが、同じ間仕切と考
え、既存と考えてよろしいでしょうか。御指
示下さい。
＜既存・撤去図＞５通り＋３２００

＜改修図＞５通＋３０００

撤去・新設とします。
なお、新設壁は「GBS」とします。

6月23日



222 A-27

１０階平面詳細図（改修）で、下図着色範囲
の間仕切（ＰＢ１）について、既存・撤去図で
は同範囲に既存間仕切の記載がございま
せん。新設間仕切とし、７通りＰの間仕切に
倣い、間仕切符号＜ＧＢＧ＞と考えてよろし
いでしょうか。御指示下さい。

GBSとします。

6月23日

223 A-130~131

２階天井伏図（既存・撤去）で、５床室の
カーテンボックスについて在置となっており
ますが、２階天井伏図（改修）では新設と
なっており相違しております。建具改修に
併せ、撤去新設建具は撤去、改修及びカ
バー工法建具は残置と考えてよろしいで
しょうか。御指示下さい。

●２階天井伏図（既存・撤去）

●２階天井伏図（改修）

外来化学療法室北側J通りのCBX-1に
ついては、既存のままを正とします。

6月23日

224 A-132~133

８階天井伏図（既存・撤去）で、ＬＤＲ（２）の
カーテンボックスについて在置となっており
ますが、８階天井伏図（改修）では新設と
なっており相違しております。建具改修に
併せ、撤去新設建具は撤去、改修及びカ
バー工法建具は残置と考えてよろしいで
しょうか。御指示下さい。

●８階天井伏図（既存・撤去）

●８階天井伏図（改修）

既存のままを正とします。

6月23日



225 A-132~133

８階天井伏図（既存・撤去）で、共通器室の
カーテンボックスについて在置となっており
ますが、８階天井伏図（改修）では新設と
なっており相違しております。建具改修に
併せ、撤去新設建具は撤去、改修及びカ
バー工法建具は残置と考えてよろしいで
しょうか。御指示下さい。
●８階天井伏図（既存・撤去）

●８階天井伏図（改修）

既存のままを正とします。

6月23日

226 A-132~133

８階天井伏図（既存・撤去）で、ＬＤＲ（１）の
カーテンボックスについて在置となっており
ますが、８階天井伏図（改修）では新設と
なっており相違しております。建具改修に
併せ、撤去新設建具は撤去、改修及びカ
バー工法建具は残置と考えてよろしいで
しょうか。御指示下さい。
●８階天井伏図（既存・撤去）

●８階天井伏図（改修）

既存のままを正とします。

6月23日



227 A-134~135

９階天井伏図（既存・撤去）で、下図赤枠部
のカーテンボックスについて在置となって
おりますが、９階天井伏図（改修）では新設
となっており相違しております。建具改修に
併せ、撤去新設建具は撤去、改修及びカ
バー工法建具は残置と考えてよろしいで
しょうか。御指示下さい。

●９階天井伏図（既存・撤去）

●９階天井伏図（改修）

撤去・新設を正とします。

6月23日

228 A-136~143

１０～１３階天井伏図（既存・撤去）で、ＳＳの
カーテンボックスについて在置となっており
ますが、１０階天井伏図（改修）では新設と
なっており相違しております。建具改修に
併せ、撤去新設建具は撤去、改修及びカ
バー工法建具は残置と考えてよろしいで
しょうか。御指示下さい。

●１０～１３階天井伏図（既存・撤去）

●１０～１３階天井伏図（改修）

既存のままを正とします。

6月23日



229 A-144~145

１４階天井伏図（既存・撤去）で、ＳＳのカー
テンボックスについて在置となっております
が、１４階天井伏図（改修）では新設となっ
ており相違しております。建具改修に併
せ、撤去新設建具は撤去、改修及びカ
バー工法建具は残置と考えてよろしいで
しょうか。御指示下さい。

●１４階天井伏図（既存・撤去）

●１４階天井伏図（改修）

既存のままを正とします。

6月23日

230 A-130~147

カーテンボックスの撤去・改修について、天
井を撤去・新設する部屋の場合であっても
建具改修に併せ、撤去新設建具は撤去、
改修及びカバー工法建具は残置と考えて
よろしいでしょうか。御指示下さい。

天井伏図を正とします。
カバー工法、既存サッシ存置の箇所にお
いて、統一パターンではないため。
A-200図１番も参照下さい。

6月23日

231
A-501
A-502

８階改修ステップについて、北側改修・南
側改修・南２の区分を下記のように考えてよ
ろしいでしょうか。御指示下さい。
●北側改修：１）８階改修工事範囲図（既存
図）の黄緑色の範囲＋ＵＳ・オンコール
ルーム（ステップＡで家族控室に改修済）
●南側改修：２）８階改修工事ステップＡ工
事の黄緑色の範囲から南２を除く範囲
●南２：３）８階改修工事ステップＢ工事の
黄緑色の範囲

ステップ図（参考図）は概略を示したもので
す。
詳細は監督職員との協議によります。

6月23日

232
A-501
A-502

９階改修ステップについて、ＲＩ病棟・北側、
南側改修の区分を下記のように考えてよろ
しいでしょうか。御指示下さい。
●ＲＩ病棟：２）９階改修工事ステップＡ工事
の水色の範囲＋ピンク色の範囲（ステップ
Ａでデイルーム→スタッフラウンジ他に改修
済）
●北側、南側改修：ＲＩ病棟以外全て

ステップ図（参考図）は概略を示したもので
す。
詳細は監督職員との協議によります。

6月23日

233

A-4
A-20
A-301
A-310

２階処置室（１）（既存）の流し台撤去につい
て、下記のように相違しております。○印を
正と考えてよろしいでしょうか。御指示下さ
い。
○仕上表（２）:LS-１５００
・２階平面詳細図(既存･撤去):S-１５００
・２階家具案内図(既存･撤去):S-１５００
・家具詳細図（１）(既存･撤去):LS-１４００

S-1500を正とします。

6月23日

234

A-5
A-20
A-301
A-310

２階カンファレンスルーム（既存）の流し台
撤去について、下記のように相違しており
ます。○印を正と考えてよろしいでしょうか。
御指示下さい。
・仕上表（３）：記載無し
・２階平面詳細図(既存･撤去):記載無し
・２階家具案内図(既存･撤去):記載無し
○家具詳細図（１）(既存･撤去):LS-１０５０

左記には流し台はありません。
家具詳細図が誤記です。

6月23日

235
A-4

A-301
A-311

２階ＳＳ（既存）の受付カウンター撤去につ
いて、下記のように相違しております。○印
を正と考えてよろしいでしょうか。御指示下
さい。
・仕上表（２）：受付カウンター撤去
○２階家具案内図(既存･撤去):Ｔ－２　記
録机＋上部棚撤去
・家具詳細図（２）(既存･撤去):記載無し

よろしいです。

6月23日



236
A-303
A-311

９階ＳＳ（既存）の記録机＋上部棚撤去につ
いて、９階家具案内図（既存・撤去）でＴ－
１：記録机＋上部棚撤去　１か所と記載され
ておりますが、家具詳細図（２）（既存・撤
去）ではＴ－１・Ｔ－２：記録机＋上部棚撤
去　各１か所撤去と記載されており、相違し
ております。９階家具案内図（既存・撤去）
を正とし、Ｔ－１：記録机＋上部棚撤去　１
か所と考えてよろしいでしょうか。御指示下
さい。

よろしいです。

6月23日

237 A-4

２階ＳＳ・病棟前室（既存）のカルテ搬送
レール撤去について、仕上表（２）で記載さ
れておりますが、詳細図がございません。
数量を併せて御指示下さい。

後日、図面を訂正し、差し替えを通知
します。
変更後の図面をご確認ください。 6月23日

238
A-5
A-20

２階清拭室（既存）のＩ型補助手摺撤去につ
いて、仕上表（３）でタテ型・ヨコ型共に３か
所と記載されておりますが、２階平面詳細
図（既存・撤去）ではタテ型４か所、ヨコ型３
か所の表現がされており、相違しておりま
す。２階平面詳細図（既存・撤去）を正とし、
タテ型４か所、ヨコ型３か所計上すると考え
てよろしいでしょうか。御指示下さい。

よろしいです。

6月23日

239

A-5
A-20
A-301
A-310

２階汚物処理室（精神科病棟　便所側）（既
存）の流し台撤去について、下記のように
相違しております。○印を正と考えてよろし
いでしょうか。御指示下さい。
○仕上表（３）:S-１１００
○２階平面詳細図(既存･撤去):S-１１００
○２階家具案内図(既存･撤去):S-１１００
・家具詳細図（１）(既存･撤去):記載無し

よろしいです。

6月23日

240
A-6他
A-22他

８～１３階清拭室（既存）のＩ型補助手摺撤
去について、各仕上表でタテ型４か所、ヨコ
型３か所と記載されておりますが、８～１３階
平面詳細図（既存・撤去）ではタテ型２か
所、ヨコ型２か所の表現がされており、相違
しております。８～１３階平面詳細図（既存・
撤去）を正とし、タテ型２か所、ヨコ型２か所
計上すると考えてよろしいでしょうか。御指
示下さい。

よろしいです。

6月23日

241

A-6
A-22
A-302
A-310

８階デイルーム（既存）の流し台撤去につい
て、下記のように相違しております。○印を
正と考えてよろしいでしょうか。御指示下さ
い。
○仕上表（４）:LS-１２００存置
・８階平面詳細図(既存･撤去):LS-１２００撤
去
○８階家具案内図(既存･撤去):LS-１２００
存置
・家具詳細図（１）(既存･撤去):LS-１２００撤
去

よろしいです。

6月23日

242

A-6
A-22
A-302
A-310

８階汚物処理室（既存）の流し台撤去につ
いて、下記のように相違しております。○印
を正と考えてよろしいでしょうか。御指示下
さい。
・仕上表（４）:S-１０００
○８階平面詳細図(既存･撤去):S-１２００
○８階家具案内図(既存･撤去):S-１２００
○家具詳細図（１）(既存･撤去):S-１２００

よろしいです。

6月23日

243

A-7
A-22
A-302
A-310

８階汚物処理室（７通）（既存）の流し台撤
去について、下記のように相違しておりま
す。○印を正と考えてよろしいでしょうか。
御指示下さい。
○仕上表（５）:S-１２００
・８階平面詳細図(既存･撤去):S-１１００
・８階家具案内図(既存･撤去):S-１１００
○家具詳細図（１）(既存･撤去):S-１２００

S-1100を正とします。

6月23日

244

A-7
A-22
A-301
A-310

８階新生児室（既存）の流し台撤去につい
て、下記のように相違しております。○印を
正と考えてよろしいでしょうか。御指示下さ
い。
○仕上表（５）:LS-１２００
○８階平面詳細図(既存･撤去):LS-１２００
・８階家具案内図(既存･撤去):S-１１００
・家具詳細図（１）(既存･撤去):記載無し

よろしいです。

6月23日

245
A-7

A-301

８階新生児室（既存）の吊戸棚について、
仕上表（５）で撤去又は既存のままなどの符
号が記載されておりませんが、８階家具案
内図（既存・撤去）では存置と記載されてお
ります。８階家具案内図（既存・撤去）を正と
し、吊戸棚は存置と考えてよろしいでしょう
か。御指示下さい。

既存のままを正とします。

6月23日



246
A-7
A-22

８階中廊下（既存）の手摺撤去について、
仕上表（５）で１段　Ｌ２７００、Ｌ３３００と記載
されておりますが、８階平面詳細図（既存・
撤去）ではＴ：手摺兼用ストレッチャーガー
ドと記載されており、相違しております。８階
平面詳細図（既存・撤去）を正とし、Ｔ：手摺
兼用ストレッチャーガード撤去と考えてよろ
しいでしょうか。御指示下さい。

手摺兼用ストレッチャーガードと車摺を撤
去とします。

6月23日

247
A-7
A-22

８階陣痛室（既存）のＬＤ５００撤去につい
て、仕上表（５）記載されておりますが、ＬＤ
の凡例がございません。また、８階平面詳
細図（既存・撤去）ではＬＤ６００と記載され
ており、相違しております。８階平面詳細図
（既存・撤去）を正とし、洗面化粧台撤去　Ｌ
６００撤去と考えてよろしいでしょうか。御指
示下さい。

別途機械設備工事です。

6月23日

248 A-22

８階新生児室～中廊下（既存）ＳＤＳ－８０１
部について、８階平面詳細図（既存・撤去）
でＣ-ＣＲ（手動）と記載されておりますが、
撤去の有無及び凡例が記載されておりま
せん。御指示下さい。

別途電気設備工事です。

6月23日

249
A-9
A-24

９階南側４床室Ａ・Ｂ（既存）のＣＲ撤去につ
いて、仕上表（７）で記載されておりますが、
９階平面詳細図（既存・撤去）をではＣＲ（Ｉ）
と記載されており、相違しております。９階
平面詳細図（既存・撤去）を正とし、ＣＲ（Ｉ）
撤去と考えてよろしいでしょうか。御指示下
さい。

よろしいです。

6月23日

250
A-9

A-134

９階前室（２）（既存）のＣＲ撤去について、
仕上表（７）で記載されておりますが、９階天
井伏図（既存・撤去）他で記載されておりま
せん。該当無しと考えてよろしいでしょう
か。御指示下さい。

よろしいです。

6月23日

251

A-10
A-24
A-302
A-310

９階休憩室（旧：処置室）（既存）の流し台撤
去について、下記のように相違しておりま
す。○印を正と考えてよろしいでしょうか。
御指示下さい。
○仕上表（８）:S-９００
○９階平面詳細図(既存･撤去):S-９００
○９階家具案内図(既存･撤去):S-９００
・家具詳細図（１）(既存･撤去):LS-９００

よろしいです。

6月23日

252

A-10
A-24
A-302
A-310

９階汚物処理室（１）（既存）の流し台撤去
について、下記のように相違しております。
○印を正と考えてよろしいでしょうか。御指
示下さい。
○仕上表（８）:S-１０００
○９階平面詳細図(既存･撤去):S-１０００
○９階家具案内図(既存･撤去):S-１０００
・家具詳細図（１）(既存･撤去):S-１２００

よろしいです。

6月23日

253
A-10
A-24

９階脱衣室（既存）の手摺撤去について、
仕上表（８）で樹脂製　φ３４　（1段・両側）
Ｌ２７００と記載されておりますが、９階平面
詳細図（既存・撤去）ではＴ：手摺兼用スト
レッチャーガード撤去と記載されており、相
違しております。平面図をを正と考えてよろ
しいでしょうか。御指示下さい。

よろしいです。
手摺兼用ストレッチャーガードを撤去。

6月23日

254

A-10
A-12
A-13
A-14
A-15
A-17

下記の室（既存）のバックボード撤去につい
て、各仕上表でｔ５．０　Ｗ９００×Ｈ９００と記
載されておりますが、数量は各室１ヶ所と考
えてよろしいでしょうか。御指示下さい。
●９階デイルーム
●１０階耳鼻科処置室
●１１～１４階カンファレンスルーム

よろしいです。

6月23日

255 A-11

１２階１床室Ｃ（既存）の手摺撤去につい
て、仕上表（９）でステンレス　φ４０　コ型と
記載されておりますが、施工範囲（又はＷ
×Ｈ寸法）を御指示下さい。

800+600+800（コの字型）
上下２段（600H、800H）
支柱4本 6月23日

256

A-12
A-26
A-303
A-310

１０階汚物処理室（３通）（既存）の流し台撤
去について、下記のように相違しておりま
す。○印を正と考えてよろしいでしょうか。
御指示下さい。
○仕上表（１０）:S-１０００
○１０階平面詳細図(既存･撤去):S-１０００
○１０階家具案内図(既存･撤去):S-１０００
・家具詳細図（１）(既存･撤去):S-１２００

よろしいです。

6月23日

257 A-12

１０階カンファレンスルーム（既存）のスク
リーンボックス撤去について、仕上表（１０）
でＷ２００×Ｈ２００　Ｌ２４００と記載されてお
りますが、材質を御指示下さい。

W200×H200 ｽﾁｰﾙ製

6月23日

258 A-12～14

１０・１１・１２・１３階便所（男）（既存）の小便
器補助手摺撤去について、仕上表（１０）で
記載されておりますが、他の補助手摺に倣
いステンレス　φ４０と考えてよろしいでしょ
うか。御指示下さい。

よろしいです。

6月23日



259
A-10
A-24

９階便所（男）（既存）の小便器補助手摺撤
去について、９階平面詳細図（既存・撤去）
で記載されておりますが、仕上表（８）で記
載されておりません。９階平面詳細図（既
存・撤去）を正とし、小便器補助手摺撤去
が必要と考えてよろしいでしょうか。御指示
下さい。

平面詳細図を正とします。

6月23日

260
A-12
A-26

１０階脱衣室（既存）の手摺撤去について、
仕上表（１０）で樹脂製　φ３４　（1段・両側）
と記載されておりますが、１０階平面詳細図
（既存・撤去）より、片側（Ａ面のみ）と考えて
よろしいでしょうか。御指示下さい。

清拭室の前の脱衣室について、
手摺設置個所は14階のみ。
その他は既存でありません。 6月23日

261

A-13
A-28
A-304
A-310

１１階ナースラウンジ（既存）の流し台撤去
について、下記のように相違しております。
○印を正と考えてよろしいでしょうか。御指
示下さい。
・仕上表（１１）:LS-１０５０存置
○１１階平面詳細図(既存･撤去):LS-１０５０
撤去
○１１階家具案内図(既存･撤去):LS-１０５０
撤去
○家具詳細図（１）(既存･撤去):LS-１０５０
撤去

よろしいです。

6月23日

262

A-13
A-28
A-304
A-310

１１階デイルーム（既存）の流し台撤去につ
いて、下記のように相違しております。○印
を正と考えてよろしいでしょうか。御指示下
さい。
○仕上表（１１）:LS-１２００存置
・１１階平面詳細図(既存･撤去):LS-１２００
撤去
○１１階家具案内図(既存･撤去):LS-１２００
存置
・家具詳細図（１）(既存･撤去):LS-１２００撤
去

よろしいです。

6月23日

263

A-13
A-28
A-304
A-310

１１階汚物処理室（３通）（既存）の流し台撤
去について、下記のように相違しておりま
す。○印を正と考えてよろしいでしょうか。
御指示下さい。
・仕上表（１１）:S-１０００
○１１階平面詳細図(既存･撤去):S-１２００
○１１階家具案内図(既存･撤去):S-１２００
・家具詳細図（１）(既存･撤去):S-１１００・Ｓ-
１２００

仕上表を正とします。

6月23日

264

A-14
A-30
A-304
A-310

１２階ナースラウンジ（既存）の流し台撤去
について、下記のように相違しております。
○印を正と考えてよろしいでしょうか。御指
示下さい。
・仕上表（１２）:LS-８００存置
○１２階平面詳細図(既存･撤去):LS-８００
撤去
○１２階家具案内図(既存･撤去):LS-８００
撤去
○家具詳細図（１）(既存･撤去):LS-８００撤
去（但し、図示Ｗ９００は誤り）

よろしいです。

6月23日

265

A-14･15
A-30･32

A-305･306
A-310

１２・１３階汚物処理室（３通）（既存）の流し
台撤去について、下記のように相違してお
ります。○印を正と考えてよろしいでしょう
か。御指示下さい。
・仕上表（１２）（１３）:S-１０００
○１２・１３階平面詳細図(既存･撤去):S-１２
００
○１２・１３階家具案内図(既存･撤去):S-１２
００
○家具詳細図（１）(既存･撤去):S-１２００

仕上表を正とします。

6月23日

266

A-17
A-34
A-308
A-310

１４階汚物処理室（３通）（既存）の流し台撤
去について、下記のように相違しておりま
す。○印を正と考えてよろしいでしょうか。
御指示下さい。
・仕上表（１５）:S-１０００
○１４階平面詳細図(既存･撤去):S-９００
○１４階家具案内図(既存･撤去):S-９００
・家具詳細図（１）(既存･撤去):S-１２００

よろしいです。

6月23日

267

A-17
A-34
A-308
A-310

１４階ナースラウンジ（既存）の流し台撤去
について、下記のように相違しております。
○印を正と考えてよろしいでしょうか。御指
示下さい。
・仕上表（１５）:LS-１０５０存置
○１４階平面詳細図(既存･撤去):LS-１０５０
撤去
・１４階家具案内図(既存･撤去):LS-１０５０
存置
○家具詳細図（１）(既存･撤去):LS-１０５０
撤去

よろしいです。

6月23日



268

A-18
A-36
A-309
A-310

１５階ナースラウンジ（既存）の流し台撤去
について、下記のように相違しております。
○印を正と考えてよろしいでしょうか。御指
示下さい。
○仕上表（１６）:LS-１０５０存置
・１５階平面詳細図(既存･撤去):LS-１０５０
撤去
○１５階家具案内図(既存･撤去):LS-１０５０
存置
○家具詳細図（１）(既存･撤去):LS-１０５０
存置

よろしいです。

6月23日

269

A-15
A-32
A-307
A-311

１３階エコー室（既存）の木製棚撤去につい
て、下記のように相違しております。○印を
正と考えてよろしいでしょうか。御指示下さ
い。
○仕上表（１３）：存置
○１３階平面詳細図(既存･撤去):存置
○１３階家具案内図(既存･撤去):存置
・家具詳細図（２）(既存･撤去):撤去

よろしいです。

6月23日

270
A-6
A-22

８階廊下（既存）の戸棚撤去について、仕
上表（４）で一部撤去と記載されております
が、下記のように考えてよろしいでしょうか。
御指示下さい。
●戸棚１：存置（車摺共）
●戸棚２・３：撤去（車摺共）

よろしいです。

6月23日

271 A-6･16

８・１４階廊下（既存）の下部収納撤去につ
いて、仕上表（４）（１４）で記載されておりま
すが、詳細図がございません。数量を併せ
て御指示下さい。

戸棚2、3を示しています。
上記回答により、仕上表より削除します。

6月23日

272
A-16
A-34
A-311

１４階ＳＳ（既存）の戸棚撤去について、仕
上表（１４）で記載されておりますが、１４階
平面詳細図（既存･撤去）の形状より、家具
詳細図（２）（既存･撤去）に記載されており
ますＴ－２：記録机＋上部棚撤去に倣うと
考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。

よろしいです。

6月23日

273
A-7

A-22･23
A-315

８階ＬＤＲ（１）（２）のＦＡ－８－３：収納棚に
ついて、仕上表（５）・平面詳細図（既存・撤
去）（改修）で存置と記載されておりますが、
家具詳細図（２）（改修）で新設と記載されて
おり、相違しております。仕上表（５）・平面
詳細図（既存・撤去）（改修）を正とし、存置
と考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。

よろしいです。

6月23日

274

A-7
A-22･23
A-312
A-317

８階分娩室のＳ－９：ステンレス流し台及び
吊戸棚について、仕上表（５）では既存：存
置、改修：新設と記載されており、相違して
おります。また、平面詳細図（既存・撤去）
（改修）で存置と記載されておりますが、家
具案内図（１）（改修）及び家具詳細図（４）
（改修）で新設と記載されており、それぞれ
相違しております。平面詳細図（既存・撤
去）（改修）を正とし、存置と考えてよろしい
でしょうか。御指示下さい。

よろしいです。

6月23日

275

A-7
A-22･23
A-312
A-317

８階共通機材室のＳ－９：ステンレス流し台
及び吊戸棚について、仕上表（５）では既
存・改修共に存置と記載されておりますが、
平面詳細図（既存・撤去）（改修）では存置
の表現がされておりまＳん。また、家具案内
図（１）（改修）及び家具詳細図（４）（改修）
で新設と記載されており、それぞれ相違し
ております。仕上表（５）を正とし、存置と考
えてよろしいでしょうか。御指示下さい。

よろしいです。

6月23日

276

サインの撤去工事について、該当無しと考
えてよろしいでしょうか。御指示下さい。

後日、図面を訂正し、差し替えを通知しま
す。
変更後の図面をご確認ください。

6月23日

277
A-312
A-317

下記の室（改修）の流し台について、室名
を読み替えてよろしいでしょうか。御指示下
さい。
●Ｓ－１１：抗がん剤調整室・透視室１→洗
浄室

よろしいです。

6月23日

278

AT-5
A-128
A-129
A-200

天井点検口の撤去・新設について、１階天
井伏図（既存・撤去）（改修）で記載されて
おります
が、改修特記仕様書（５）では額縁タイプ
（一般形、気密形）、共通詳細図では目地
タイプ・額縁タイプ・エアタイト・屋外用の４
種類が記載されております。１階の天井伏
図に記載の天井点検口の撤去・新設につ
いては全て額縁タイプ　一般形と考えてよ
ろしいでしょうか。御指示下さい。

よろしいです。

6月23日



279

AT-5
A-128
A-129
A-206

上記質疑に関連して、天井点検口につい
て、共通詳細図（１１）２：天井　軽量鉄骨天
井下地開口補強で数量が記載されており
ますが、１階天井伏図（改修）の数量を除
き、天井点検口　額縁タイプ　一般形を計
上すると考えてよろしいでしょうか。御指示
下さい。

後日、図面を訂正し、差し替えを通知しま
す。
変更後の図面をご確認ください。

6月23日

280 A-206

上記質疑に関連して、天井点検口につい
て、共通詳細図（１１）２：天井　軽量鉄骨天
井下地開口補強で数量が記載されており
ますが、８・９階のステップ図範囲による数
量分けを御指示下さい。

ステップ図（参考図）は概略を示したもの
です。
各施工範囲毎の数量と施工時期は、監督
職員との協議によります。 7月1日

281 A-85

９階１床室（保護室）の壁開口補強につい
て、病室詳細図（１４）で施錠式医療ガス隠
蔽ボックスについて開口補強が記載されて
おりません。他の開口補強に倣い、見込む
と考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。

よろしいです。

6月23日

282
A-84
A-85

９階１床室（保護室）の電動ロールスクリー
ンについて、共通詳細図（５）３：スクリーン
ボックスが必要と考えてよろしいでしょうか。
御指示下さい。

必要となります。
後日、図面を訂正し、差し替えを通知しま
す。
変更後の図面をご確認ください。

6月23日

283
A-8
A-77
A-78

８階ＮＩＣＵ・ＧＣＵの電動ロールスクリーン
について、仕上表（６）で記載されておりま
すが、ＰＷ－１・２～ＡＷ－２０１内に施工、
スクリーンボックスが必要（９階１床室（保護
室）に倣う）と考えてよろしいでしょうか。御
指示下さい。

仕上表記載の通り、設置します。
後日、図面を訂正し、差し替えを通知しま
す。
変更後の図面をご確認ください。 6月23日

284 A-203

自動扉はさみ込み防護柵について、共通
詳細図（８）１５：自動扉はさみ込み防護柵
で記載されておりますが、該当無しと考え
てよろしいでしょうか。御指示下さい。

よろしいです。

6月23日

285
AT-5

A-401～408

可動式防煙垂壁について、改修特記仕様
書（５）・各階防排煙区画図（改修）凡例で
記載されておりますが、該当無しと考えてよ
ろしいでしょうか。御指示下さい。

後日、図面を訂正し、差し替えを通知しま
す。
変更後の図面をご確認ください。 6月23日

286
A-7他
A-23他

ＣＧ－１及び２：コーナーガードの有無につ
いて、各仕上表と平面詳細図（改修）で相
違する場合、平面詳細図（改修）を正（特記
なき限りＣＧ－１を計上する）と考えてよろし
いでしょうか。御指示下さい。

よろしいです。
一部、直角タイプではない場所について
は、CG-2として下さい。 6月23日

287 A-21他

ＣＧ－１及び２：コーナーガードの有無につ
いて、各階平面詳細図（改修）で○印の記
載のない出隅（例：２階平面詳細図（改修）
スタッフルーム・待合コーナーなど）もコー
ナーガードを見込むと考えてよろしいでしょ
うか。御指示下さい。

よろしいです。

6月23日

288 A-21

２階リカバリーのＤ面について、２階平面詳
細図（改修）で点線の表記がされておりま
すが廊下（１）（２）に倣いＴＡ：手摺Ａを見込
むと考えてよろしいでしょうか。御指示下さ
い。

よろしいです。

6月23日

289

仕上表（改修）に記載されております下記
の項目について、別途と考えてよろしいで
しょうか。御指示下さい。
●８階ＮＩＣＵ・ＧＣＵ：配線立ち上げダクト

本工事とします。
後日、図面を訂正し、差し替えを通知しま
す。
変更後の図面をご確認ください。

6月23日

290
A-7
A-23
A-207

８階ＵＳ０８０８（６／Ｈ～Ｉ通間）について、
共通詳細図（１２）で記載されておりません。
ＵＳ０８１２　スタッフ用に倣うと考えてよろし
いでしょうか。御指示下さい。

仕上表を正とします。

6月23日

291
A-9
A-24
A-25

９階前室（ＲＩ病室）（改修）の消火器ボックス
（置型）新設について、仕上表（７）、９階平
面詳細図（改修）で記載されておりますが、
９階平面詳細図（既存・撤去）より、撤去も
見込むと考えてよろしいでしょうか。御指示
下さい。

質問の既存消火器ボックス（置型）は、病
院備品のため、撤去は別途とする。

6月23日

292
A-9
A-25

９階前室（１）（２）の感染対策ボックスにつ
いて、仕上表（７）で記載されておりますが、
９階平面詳細図（改修）で感染対策ボックス
の凡例：ＫＢが記載されておりません。前室
（１）（２）に各１ヶ所見込むと考えてよろしい
でしょうか。御指示下さい。

不要です。

6月23日

293 A-10

９階食堂・デイルームのバックボード新設に
ついて、撤去の仕様に倣いｔ５．０　Ｗ９００
×Ｈ９００と考えてよろしいでしょうか。仕様
を併せて御指示下さい。

よろしいです。
仕様：メラミン不燃化粧板ｔ3.0
三方小口押さえ：塩ビモール
とする。

6月23日



294
A-10
A-201

９階車椅子ＷＣの補助手摺について、仕上
表（８）で手摺Ｂ　Ｌ６００と記載されておりま
すが、他のＷＣの補助手摺に倣い、抗菌材
入塩ビ樹脂被膜　φ３４　Ｌ６００と考えてよ
ろしいでしょうか。御指示下さい。

9階精神科病棟の車いすトイレの手摺につ
いては、「手摺B」を設置です。

6月23日

295 A-201

上記質疑に関連して、９階車椅子ＷＣの補
助手摺について、他の車椅子ＷＣで見込
んでいるＬ型手摺・はね上げ手摺は不要と
考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。

同上による。

6月23日

296
A-10
A-207

９階ＵＳ０８１２について、患者用（一般病棟
用）と考えてよろしいでしょうか。またその場
合、共通詳細図（１２）２：ユニットシャワーＵ
Ｓ０８１２に記載されております患者用（精神
科病棟）は該当無しと考えてよろしいでしょ
うか。御指示下さい。

A-207図に記載の通り、
「患者用（精神科病棟）」としてください。

6月23日

297
A-12他
A-207

１０～１４階ＵＳ０８１２について、患者用（一
般病棟用）と考えてよろしいでしょうか。御
指示下さい。

A-207図に記載の通り、
スタッフ用と患者用に分けています。
該当場所が分かるように、後日、訂正図を
通知します。

6月23日

298 A-12

１０階デイルームのガラス製物置台新設に
ついて、撤去の仕様に倣いｔ５．０　Ｗ４５０
×Ｄ１２５と考えてよろしいでしょうか。下地
補強の有無等、詳細図を併せて御指示下
さい。

TOTO：化粧棚（TS12SP4）同等としてくださ
い。

6月23日

299
A-12
A-27

１０階耳鼻科処置室のＣＲ新設について、
仕上表（１０）ではＣＲと記載されております
が、１０階平面詳細図（改修）ではＣＲ（Ｈ）と
記載されており、相違しております。１０階
平面詳細図（改修）を正とし、ＣＲ（Ｈ）と考
えてよろしいでしょうか。御指示下さい。

よろしいです。

6月23日

300
A-13

１１階３内検査室（既存･撤去）のガラス製物
置台存置について、仕上表（１１）で記載さ
れておりますが、１１階３内検査室（改修）で
は再取付と記載されており、相違しておりま
す。ガラス製物置台は存置のままと考えて
よろしいでしょうか。御指示下さい。

よろしいです。

6月23日

301

A-11
A-29
A-31
A-33

１０～１４階１床室ＡのＷＣの補助手摺につ
いて、仕上表（９）でＬ型補助手摺・はね上
げ手摺と記載されておりますが、下記の室
について平面詳細図（改修）で前屈姿勢用
Ｉ型手摺が記載されております。平面詳細
図に記載されている場合は、前屈姿勢用Ｉ
型手摺を見込むと考えてよろしいでしょう
か。御指示下さい。
●１１階平面詳細図（改修）：８～９／Ｉ～Ｊ通
間　２室
●１２階平面詳細図（改修）：１床室Ａ全て
●１３階平面詳細図（改修）：１床室Ａ全て

仕上表備考欄記載の通り、
１床室Aについては、Ｌ型補助手摺・はね上
げ手摺を設置。
共用の車いすWCには、はね上げ手摺・よ
こバー手摺・前屈姿勢用Ｉ型手摺を設置と
する。

6月23日

302 AT-6

建築工事以外の衛生器具他の取付下地
補強について、各図面で図示されていない
内容がございましたら御指示下さい。

図示のとおりです。

6月23日

303 AT-6

工事区分表に記載されております下記の
項目について、各図面で図示されていない
内容がございましたら御指示下さい。
●特殊仕上材の天井、壁、床に取付ける
器具等の穴あけ加工
●盤等重量物の下地補強

後日、開口補強について、図面を訂正し、
差し替えを通知します。
変更後の図面をご確認ください。

6月23日

304
AT-6
A-4他

化粧用洗面器・鏡について、工事区分表
で化粧カウンターは除くと記載されておりま
すが、仕上表（改修）に記載の洗面カウン
ター類・大型鏡について見込む（化粧鏡は
建築工事外）と考えてよろしいでしょうか。
御指示下さい。

標準サイズの化粧鏡、傾斜鏡、陶器製手
洗い及び洗面化粧台は機械設備工事。
化粧カウンター（一体型）、大型化粧鏡は
建築工事。 6月23日

305 A-4他

各車椅子ＷＣの化粧鏡・傾斜鏡について、
仕上表（改修）で【新設】【機械設備工事】と
記載されておりますが、全て建築工事外と
考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。

同上による。

6月23日

306 A-4

２階抗がん剤調整室のパスボックス用開口
四方枠について仕上表（２）でステンレスと
記載されておりますが、表面仕上はＨＬと
考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。

よろしいです。
なお、パスボックスについても本工事とす
る。
（株）ケルン：KN-821
　600Wｘ600Ｄｘ1200Ｈ
　インターロック機構　同等とする。

6月23日

307 A-4他

各室の感染対策プレートについて、仕上表
（改修）で記載されておりますが、数量はラ
イニングにつき１ヶ所と考えてよろしいでしょ
うか。御指示下さい。

仕上表に記載の設置個所とする。

6月23日

308 A-21

２階通路（３／Ｉ通付近）について、２階平面
詳細図（改修）で上部棚と記載されておりま
すが、詳細図を御指示下さい。

後日、図面を訂正し、差し替えを通知しま
す。
変更後の図面をご確認ください。 6月23日



309
A-21
A-54

２階通路の化粧鏡について、仕上表（２）で
記載されておりますが、展開図他で記載さ
れておりません。建築工事では計上しない
と考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。

よろしいです。
別途機械設備工事。

6月23日

310 A-201

便所のＬ型手摺部の物置棚について、共
通詳細図（６）２:握りバー・物置棚取付標準
で記載されておりますが、該当無しと考え
てよろしいでしょうか。御指示下さい。

物置棚（ばね式）は不要とします。

6月23日

311 A-201

便所の固定又は可動式握りバーについ
て、共通詳細図（６）２:握りバー・物置棚取
付標準で記載されておりますが、壁際では
ない部分の手摺は全て可動式（固定は該
当無し）と考えてよろしいでしょうか。御指示
下さい。

仕上表（備考欄記載）、平面詳細図を正と
する。

6月23日

312
A-16
A-35

１４階ＷＣ（Ｍ）及び（Ｗ）の補助手摺につい
て、仕上表（１４）で下記の項目が記載され
ておりますが、次のように考えてよろしいで
しょうか。御指示下さい。
●Ｉ型補助手摺→はね上げ手摺
●小便器補助手摺→該当無し

洋便器設置個所は、仕上表備考欄に記載
のL型補助手摺・I型補助手摺を設置。
小便器手摺についても、仕上表備考欄記
載の通り、設置とする。 6月23日

313
A-17
A-35

１４階１床室Ｂについて、仕上表（１５）（改
修）で記載されておりますが、該当無しと考
えてよろしいでしょうか。御指示下さい。

よろしいです。

6月23日

314
A-18
A-35

１４階介護シャワー室の樹脂製補助手摺
バーについて、仕上表（１６）でタテと記載さ
れておりますが、１４階平面詳細図（改修）
より他の階に倣い横向きも見込むと考えて
よろしいでしょうか。御指示下さい。

よろしいです。

6月23日

315
A-131他
A-200

天井ピクチャーレールについて、共通詳細
図（５）４：天井ピクチャーレールで記載され
ておりますが、各階天井伏図（改修）では記
載されておりません。該当無しと考えてよろ
しいでしょうか。御指示下さい。

よろしいです。

6月23日

316
A-313
A-318

Ｅ－２－１Ａ・２Ａ：コーナー型手洗いカウン
ターの数量について、家具詳細図（５）（改
修）のリスト　１３階で１Ａ：２ヶ所、２Ａ：６ヶ所
計８ヶ所と記載されておりますが、家具案内
図（２）（改修）より、１Ａ：３ヶ所、２Ａ：３ヶ所
計６ヶ所と考えてよろしいでしょうか。御指
示下さい。

後日、図面を訂正し、差し替えを通知しま
す。
変更後の図面をご確認ください

6月23日

317
A-313
A-318

Ｅ－３－２：手洗いカウンターの数量につい
て、家具詳細図（５）（改修）で総数量９ヶ
所、リスト　１４階で２ヶ所と記載されておりま
すが、家具案内図（２）（改修）より、１４階で
２ヶ所　計２ヶ所と考えてよろしいでしょう
か。御指示下さい。

後日、図面を訂正し、差し替えを通知しま
す。
変更後の図面をご確認ください

6月23日

（以下、建具撤去関係他に関する質疑）

318 AT-2

改修特記仕様書　５建具改修工事　建具
全般において、ガラスには飛散防止フィル
ム（半透明）を貼ると記載されております。Ｔ
（強化ガラス）、ＦＴＰ（耐熱強化ガラス）面に
必要、ＦＦＰ（耐熱結晶化ガラス）面には不
要と考えてよろしいでしょうか。御指示下さ
い。

建具のガラス全般について飛散防止フィル
ム張りを想定しています。
ただし、防火認定上、設置が出来ない建具
のガラス（主にFTPやFFP等）については不
要とします。

6月23日

319
A-149～166
A-177～195

A-203

共通詳細図（８）　１３において、シャッター
取付標準詳細図が記載されております。建
具表、建具案内図にシャッターが記載され
ていないため、今回は該当なしと考えてよ
ろしいでしょうか。

よろしいです。

6月23日

320
A-187
A-189

建具表（改修）において、ＳＰＳ－２３３のガ
ラス欄にフロストフィルム、ＳＰＧの備考欄に
グラデーションフィルム貼と記載されており
ます。メーカー名・品番がありましたら御指
示下さい。

３M　イルミナシームレス　同等としてくださ
い。

6月23日

321 AT-3

改修特記仕様書　５建具改修工事　ガラス
用フィルムに衝撃破壊対応ガラス飛散防止
フィルムと記載されております。今回は適用
なしと考えてよろしいでしょうか。必要な場
合、適用建具を御指示下さい。

建具のガラス全般について飛散防止フィル
ム張りを想定しています。
ただし、防火認定上、設置が出来ない建具
のガラス（主にFTPやFFP等）については不
要とします。

6月23日

322
AT-3

A-177～180

建具表（改修）の凡例にガラスフィルムと記
載されております。改修特記仕様書　５建
具改修工事　ガラス用フィルムに記載の、
遮光・遮熱フィルムが該当すると考えてよろ
しいでしょうか。御指示下さい。

外部サッシガラス面に設置のガラスフィル
ムは、左記の通りとしてください。

6月23日



323 A-189

建具表（改修）において、ＳＰＧ－２０７の姿
図にＰと記載されておりますが、ガラス欄に
はＴ８、ランマＦＦＰ５と記載されております。
ガラス欄を正とし、防火設備のため、ガラス
は全てＦＴＰ８と考えてよろしいでしょうか。
御指示下さい。

後日、図面を訂正し、差し替えを通知しま
す。
変更後の図面をご確認ください

6月23日

324 A-189

建具表（改修）において、ＳＰＧ－２１０の姿
図にＰと記載されておりますが、ガラス欄に
はランマＦＴＰ６．５と記載されております、
防火設備のため、ガラス欄を正とし、姿図
のＰの部分にはＦＴＰ６．５が必要と考えてよ
ろしいでしょうか。御指示下さい。

後日、図面を訂正し、差し替えを通知しま
す。
変更後の図面をご確認ください

6月23日

325 A-189

建具表（改修）において、ＳＰＧ－２０９のガ
ラス欄にＴ５と記載されております。ＳＰＧ－
２０１等はＴ８のため、ＳＰＧ－２０９について
もＴ８を使用すると考えてよろしいでしょう
か。御指示下さい。

よろしいです。

6月23日

326 A-119

シールドルーム詳細図　防音シールド覗窓
詳細図において、透明ガラスｔ８は建築工
事側に記載されておりますが、（建築工事）
と記載されておりません。透明ガラスｔ８に
ついては建築工事と考えてよろしいでしょう
か。御指示下さい。

全て本工事です。
建築の専門工事に含みます。

6月23日

327
A-84
A-183

保護室特殊工事のＬＤ－２１７について、病
室詳細図（１３）において、戸袋・除窓付と
記載されておりますが、建具表の姿図には
記載されておりません。詳細図を正と考え
てよろしいでしょうか。御指示下さい。

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日

328
A-85
A-183

ＬＤ－２０６の窓について、建具表（改修）の
姿図にはＷ１００のスリット窓が記載されて
おりますが、病室詳細図（１４）廊下Ａ展開
図にはＷ８００程度の窓が記載されておりま
す。窓のサイズは建具表を正と考えてよろ
しいでしょうか。御指示下さい。

よろしいです。

6月23日

329 A-205

共通詳細図（１０）　２～５において、壁付軽
量鋼製建具の参考図が記載されておりま
す。今回は該当なしと考えてよろしいでしょ
うか。該当する場合、建具符号を御指示下
さい。

全て参考図となりますが、以下のとおりで
す。
2：SPG-3などの外部片引きタイプが該当。
3：該当なし
4：SPS-239、239Aなどが該当
5：該当なし
6：既存のSPS-1など、「面付タイプ」が該
当。

なお、６についても、図面上記載がござい
ませんが＜参考図＞とします。

6月23日

330
A-149～164
A-167～176

建具表（既存）において、建具表に記載さ
れておりますが、建具案内図（既存）に記
載のない撤去建具や、建具表と建具案内
図とで数量が相違している建具がございま
す。全て建具案内図を正と考えてよろしい
でしょうか。御指示下さい。

図面を訂正し、差し替えを通知しました。
変更後の図面および、質疑回答にてご確
認ください。

6月23日

331
A-148
A-175

建具仕様書　建具の種類と符号より、ＡＤ
はアルミ製建具となっておりますが、建具表
（既存）において、撤去建具ＡＤ－９０２・９０
３の材質欄にＳＴと記載されております。Ａ
Ｄ－９０２・９０３はアルミ製建具と考えてよろ
しいでしょうか。御指示下さい。

よろしいです。

6月23日

332
A-151
A-152
A-167

建具表（既存）と８階建具案内図（既存）に
おいて、ＡＷ－１８－３・１８－４は改修建具
と記載されておりますが、８階建具案内図
（改修）で同場所にカバー工法のＡＷ－１８
－３・１８－４が新設されております。質疑回
答２回目Ｎｏ．１０２に倣い、ＡＷ－１８－３・１
８－４は撤去建具と考えてよろしいでしょう
か。御指示下さい。
　　　　　　８階建具案内図（既存）

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日

333 A-170

建具表（既存）において、撤去建具ＳＤＳ－
８０１・８０１Ａの姿図に軽量鋼製建具と記載
されておりますが、ＳＤＳ－８０２・８０２Ａ・８０
３は鋼製建具と記載されております。ＳＤＳ
－８０２等を正とし、ＳＤＳは鋼製建具と考え
てよろしいでしょうか。御指示下さい。

図面を訂正し、差し替えを通知しました。変
更後の図面をご確認ください。

6月23日



334
A-161
A-172

建具表（既存）において、ＳＰＳ－２０Ａは両
引分けハンガー戸と記載されております
が、姿図には片引き戸が記載されておりま
す。１３階建具案内図（既存）において、ＳＰ
Ｓ－２０Ａは両引分け戸となっていることか
ら、姿図名称を正と考えてよろしいでしょう
か。御指示下さい。

よろしいです。
片引きハンガー戸が正です。

6月23日

335
A-153
A-172

建具表（既存）において、ＳＰＳ－２０Ｂは両
引分けハンガー戸と記載されております
が、姿図には片引き戸が記載されておりま
す。９階建具案内図（既存）において、ＳＰＳ
－２０Ｂは片引き戸となっていることから、姿
図を正と考えてよろしいでしょうか。御指示
下さい。

よろしいです。
片引きハンガー戸が正です。

6月23日

336 A-174

建具表（既存）において、ＳＰＳ－８０２・８０３
は建具符号がＳＰＳですが、姿図名称にス
チールパーティションと記載されておりま
す。ＳＰＳ－８０２は軽量鋼製建具、ＳＰＳ－８
０３はスチールパーティションと考えてよろし
いでしょうか。御指示下さい。

片引きハンガー戸がついているため、軽量
鋼製建具としています。

6月23日

337 A-190

建具表（改修）において、ＡＤ－２０１等のガ
ラス欄にＰＫ（ポリカーボネート）と記載され
ておりますが、厚さが記載されておりませ
ん。厚さ３ｍｍと考えてよろしいでしょうか。
御指示下さい。

AD-201～202AUTのPKについては、全て
「T5」に変更します。
（飛散防止フィルムを含む）

6月23日

（以下、内部に関する質疑）

338 A-197

共通詳細図（２）において、セメントボード廻
りにシーリング５×１０が記載されております
が、シリコン系と考えてよろしいでしょうか。
御指示下さい。

よろしいです。

6月23日

339 A-12

仕上表（１０）において、改修後薬浴室の床
仕上げに特殊Ｔ防水新設と記載されており
ますが、既存のアスファルト防水が残置の
溜め不要と考えてよろしいでしょうか。御指
示下さい。

特殊塗膜防水は必要です。

6月23日

340 A-78

下記メディカルコンソールＢ上部について、
見切を見込むと考えてよろしいでしょうか。
御指示下さい。

よろしいです。

6月23日

341 -

沓摺無しの開口について、床仕上が切り替
わる場合、見切縁 ＳＵＳ ＨＬ ＦＢ－６×12
を見込むと考えてよろしいでしょうか。御指
示下さい。

不要です。
ただし、施工上または法規上必要な場合
は監督職員との協議によります。 6月23日

342 A-99

デイルーム廻り詳細図（２）において、移動
型階段と記載されておりますが、移設のみ・
点線表記のため計上不要と考えてよろしい
でしょうか。御指示下さい。

不要です。

6月23日

343 A-5

仕上表において、２Ｆ 透視室の床下地に
セルフレベリングと記載されておりますが厚
みと仕様が記載されておりません。ｔ１０ セ
メント系と考えてよろしいでしょうか。御指示
下さい。

よろしいです。

6月23日

344 A-65～68

透視室断面図において、外壁側にグラス
ウール断熱材ｔ５０と記載されておりますが、
密度が記載されておりません。２４ｋｇ／ｍ３
と考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。

A-3図記載の通り、32ｋｇ／ｍ3としてくださ
い。

6月23日

345 AT-5

質疑回答214について、カーテンボックス内
のカーテンレールの仕様をステンレス ダブ
ルと記載いたしましたが、特記仕様書（５）よ
りアルミ製（ＴＯＳＯ メディカライト同等）と考
えてよろしいでしょうか。御指示下さい。

質疑回答214のとおりです。

6月23日



346 A-198

共通詳細図（３）＜１７＞において、床材立
上りの詳細があり、下図赤枠部分に面木
が必要と思われますが、詳細がございま
せん。樹脂　Ｒ１５程度と考えてよろしいで
しょうか。御指示下さい。

不要とします。

6月23日

347
A-202
A-316
A-317

新設の流し台について、家具詳細図（３）
（４）の製作流しと共通詳細図（７）の５：流し
台（既製品）で重複しているようです。家具
詳細図（３）（４）の製作流しを正と考えてよ
ろしいでしょうか。御指示下さい。

後日、図面を訂正し、差し替えを通知しま
す。
変更後の図面をご確認ください。

6月23日

348 A-198

コーナーガードＣＧ－１・２の使い分けにつ
いて、ＣＧ－１が鈍角の場合、ＣＧ－２（角
度可変型）に読み替えると考えてよろしい
でしょうか。御指示下さい。

よろしいです。

6月23日

349
A-11他
A-311

地袋扉について、仕上表（改修）の各階廊
下で塗装改修と記載されておりますが、ＳＯ
Ｐ塗と考えてよろしいでしょうか。御指示下
さい。

よろしいです。

6月23日

350
AT-5
A-198

車摺の仕様について、改修特記仕様書
（５）でナカ工業　セーフティラインＮＳ　ＮＳ
－１５０Ｍ同等と記載されておりますが、共
通詳細図（３）より車摺はＨ２００ですので、
ＮＳ－２００Ｍ同等と読替えてよろしいでしょ
うか。御指示下さい。

よろしいです。

6月23日

351 A-203

スチールパーティション（ＳＰ）の壁・天井取
合について、共通詳細図（８）で天井取付
枠が記載されておりますが、壁取合につい
てもこれに倣うと考えてよろしいでしょうか。
御指示下さい。

よろしいです。

6月23日

352 A-318

Ｅ－２～Ｅ－５－４：洗面カウンターの荷物
台について、家具詳細図（５）（改修）で記
載されておりますが、洗面カウンター等に
含まれると考えてよろしいでしょうか。御指
示下さい。

洗面カウンターに含まれるものと、ライニン
グカウンターを内装工事で設置するものが
ございます。
後日、図面を訂正し、差し替えを通知しま
す。
変更後の図面をご確認ください。

6月23日

353
A-201
A-312
A-318

Ｅ－３－１：手洗いカウンターについて、家
具詳細図（５）（改修）で記載されております
が、共通詳細図（６）１５：樹脂製一体洗面カ
ウンターと形状が同じと思われます。家具
案内図（１）（改修）よりいずれも８階３床室
の詳細図（化粧鏡・照明ボックスも同室で見
込む）と考えてよろしいでしょうか。御指示
下さい。

よろしいです。

6月23日

354
AT-4
A-201

樹脂製一体洗面カウンター部　化粧鏡の
照明ボックスの塗装について、共通詳細図
（６）１５：樹脂製一体洗面カウンターでＦＥ
塗と記載されておりますが、改修特記仕様
書（４）ではＦＥ塗に該当の○印が記載され
ておりません。ＳＯＰ塗に読み替えると考え
てよろしいでしょうか。御指示下さい。

よろしいです。

6月23日

355
A-21
A-319

２階スタッフＳＴ（３～４／Ｈ～Ｉ通間）のカウ
ンター腰壁について、２階平面詳細図（改
修）で記載されておりますが、家具詳細図
（６）（改修）Ｋ－１：カウンターのＷ２００天板
のおさまりに倣う（但し、Ｗ２５０）と考えてよ
ろしいでしょうか。御指示下さい。

後日、図面を訂正し、差し替えを通知しま
す。
変更後の図面をご確認ください。

6月23日

356
A-25
A-312
A-314

ＦＡ－１：吊戸棚について、９階廊下も見込
むと考えてよろしいでしょうか。御指示下さ
い。

よろしいです。

6月23日

357
A-312
A-320

Ｋ－３－２：カウンターについて、２階前処
置コーナーと記載されておりますが、該当
無しと考えてよろしいでしょうか。御指示下
さい。

不要です。

6月23日



番号 図面番号 質疑事項 回　答 回答日

（以下、内部に関する質疑）

358 A-154

質疑回答Ｎо．２１３について、図番と画像
を間違えていたため再度質疑いたします。
９Ｆ下記新設アルミ製建具の額縁はスチー
ルt1.6 ＳＯＰと考えてよろしいでしょうか。御
指示下さい。

アルミ製　ｔ＝2.0としています。
（下枠はステンレス製）

7月6日

359 A-12

質疑回答Ｎо．３３９について、改修後薬浴
室の床仕上(特殊T防水)は必要と御回答い
ただきましたが、床仕上がエポキシ樹脂サ
ンド舗装と特殊T防水の2種類記載されて
おります。既存押えコンクリート+特殊T防水
+エポキシ樹脂サンド舗装と考えてよろしい
でしょうか。御指示下さい。

よろしいです。
なお、サンド舗装は防滑を目的として設け
ています。

7月6日

360

追加変更図 窓廻り詳細図（2）～（4）におい
て、下記室の詳細図に窓枠(膳板)が記載さ
れておりますが、材質・厚み・表面仕上が記
載されておりません。すべて、スチール
t1.6 ＳＯＰと考えてよろしいでしょうか。御指
示下さい。

よろしいです。 7月6日

361
A-5

A-198

共通詳細図（３）において、木製上り框が記
載されておりますが、仕上表（３） 既存 2F
脱衣室に見込むと考えてよろしいでしょう
か。新設で見込む場合、該当範囲を御指
示下さい。

よろしいです。
なお、改修において、脱衣室に左記を設置
する箇所はありません。

7月6日

362 A-325

サイン（Ｓ－１）の員数について、下記で相
違しています。サイン案内図を正と考えてよ
ろしいでしょうか。御指示下さい。
○サイン案内図（１１階）：１６か所
×サインリスト（１１階）：１５か所

よろしいです。
（S-1　総数量109か所➡110か所）

7月6日

363
A-321
A-323
A-327

サイン（Ｓ－２）の員数について、下記で相
違しています。サイン案内図を正と考えてよ
ろしいでしょうか。御指示下さい。
　　　　　○サイン案内図　×サインリスト
●２階　　３２か所　　　　　　３１か所
●９階　　１７か所　　　　　　１５か所
●１３階　１５か所　　　　　　１４か所

よろしいです。
（S-2　総数量145か所➡149か所）

7月6日

東京科学大学（湯島）Ｂ棟病棟他改修工事
にかかる　現場説明書・図面等　に対する質問回答書



364
A-321
A-325

サイン（Ｓ－３）の員数について、下記で相
違しています。サイン案内図を正と考えてよ
ろしいでしょうか。御指示下さい。
　　　　　○サイン案内図　×サインリスト
●２階　　７３か所　　　　　　７２か所
●１１階　５７か所　　　　　　５６か所

２階　　７３か所が正。
11階　　58か所が正。
（S-3　総数量504か所➡507か所）

7月6日

365
A-321
～323

サイン（Ｓ－４）の員数について、下記で相
違しています。サイン案内図を正と考えてよ
ろしいでしょうか。御指示下さい。
　　　　　○サイン案内図　×サインリスト
●２階　　　２か所　　　　　　１か所
●８階　　　７か所　　　　　　６か所
●９階　　　４か所　　　　　　５か所

２階　　　２か所が正。
８階　　　９か所が正。
９階　　　５か所が正。
（S-4　総数量15か所➡19か所）

7月6日

366
A-4

A-198

質疑回答Ｎｏ．２３７で、２階ＳＳ・病棟前室
（既存）のカルテ搬送レール撤去につい
て、詳細図を頂いておりますが、長さを御指
示下さい。

約31.1ｍ。

7月6日

367
A-10
A-201

質疑回答Ｎｏ．２９４で、９階車椅子ＷＣの補
助手摺について、手摺Ｂと御回答頂きまし
たが、老化等と同仕様の手摺Ｂ（樹脂製　１
段　ブラケットレス）と考えてよろしいでしょう
か。御指示下さい。

よろしいです。

7月6日

368 AT-5

上記質疑に関連して、特記仕様書に記載
されております手摺板（９階　精神科病棟
車いす便所）について、紙巻器の品番です
ので、該当無しと考えてよろしいでしょうか。
御指示下さい。

AT-5図の手摺板が誤記です。
該当なしでよろしいです。

7月6日

369
A-16
A-35

質疑回答Ｎｏ．３１２で、１４階ＷＣ（Ｍ）及び
（Ｗ）の補助手摺について、Ｉ型補助手摺が
必要と御回答頂きましたが、横向　Ｌ６００と
考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。

よろしいです。 7月6日

370
A-11他
A-311

質疑回答Ｎｏ．３４９で、１０～１３階・１４階の
地袋扉の塗装塗替えについて御回答頂き
ましたが、８階・９階も該当すると考えてよろ
しいでしょうか。御指示下さい。

よろしいです。 7月6日

（以下、建具に関する質疑）

371
A-148

A-184～187

7月1日受領の建具仕様書　凡例表におい
て、ＳＰＳはスチールパーティションと記載さ
れておりますが、建具表（改修）の姿図には
鋼製軽量と記載されております。姿図を正
とし、ＳＰＳは軽量鋼製建具と考えてよろし
いでしょうか。御指示下さい。

特記仕様書にて指定している、公共建築工
事標準仕様書に記載の名称にならい、「鋼
製軽量」の引戸タイプとご理解ください。

7月6日



372 A-187

ＳＰＤ－２０２ＢのＨ寸法について、質疑回
答Ｎо．６７でＨ２０００とご回答いただいて
おりますが、7月1日受領の建具表にはＨ２
３００と記載されております。建具表を正と
し、Ｈ２３００と考えてよろしいでしょうか。御
指示下さい。

前回回答の通り、訂正後の図面をご確認く
ださい。
出入口の有効高さが2,000mm。
建具全体の高さが2,300ｍｍ。

7月6日

373 A-187

ＳＰＤ－２０２ＢのＨ寸法について、質疑回
答Ｎо．６７でＨ２０００とご回答いただいて
おりますが、7月1日受領の建具表にはＨ２
３００と記載されております。建具表を正と
し、Ｈ２３００と考えてよろしいでしょうか。御
指示下さい。

前回回答の通り、訂正後の図面をご確認く
ださい。
出入口の有効高さが2,000mm。
建具全体の高さが2,300ｍｍ。

7月6日

374 A-186

質疑回答Ｎо．７６で、Ａ－１８６図の姿図か
らＳＰＳ－２１９Ｈを削除とご回答いただいて
おりますが、7月1日受領の建具表におい
て、ＳＰＳ－２１９Ｈ・２１９Ｉが削除となっており
ます。ＳＰＳ－２１９Ｉも削除と考えてよろしい
でしょうか。御指示下さい。

通知した訂正後の図示の通りです。
SPS-219H　：A-184図
SPS-219Ⅰ ：削除（A-186図）

7月6日

375 A-153

質疑回答Ｎо．９６で、撤去建具ＡＷ－９０
１・ＡＤ－９０１は必要とご回答いただいてお
りますが、取付場所が不明です。ＡＷ－９０
１はＳＰ－１３０付近の床面、ＡＤ－９０１はＹ
７通上に必要と考えてよろしいでしょうか。
御指示下さい。

AW-901、AD-901共にY7通り図上の壁面
に設置されています。
AW-901については、9階前室（２）にも同様
に設置されています。
なお、図面の差し替えを通知しています。
変更後の図面をご確認ください。

7月6日

376 A-164

７月１日受領の１４階建具案内図（改修）に
おいて、リネン（汚）の扉はＬＤ－２１９と記載
されておりますが、質疑回答Ｎо．１１４では
家具工事とご回答いただいております。建
具案内図を正とし、ＬＤ－２１９が必要と考え
てよろしいでしょうか。御指示下さい。
　　　　１４階建具案内図（改修）

6月23日の質疑回答にて、家具工事として
回答いたしましたが、7月1日通知にて訂正
をいたしました。訂正図A-164、質疑回答
114の訂正をご確認ください。

7月6日

377
A-163
A-171

質疑回答Ｎо．１１８で、１４階建具案内図
（既存）のリネン庫（汚）ＬＳＤ－８の寸法は
図示の通りとご回答いただいておりますが、
7月1日受領の建具表（既存）にはＷ８５０と
記載されております。Ｗ８５０を正と考えてよ
ろしいでしょうか。御指示下さい。

前回の回答同様に、図示の通り（W850）で
す。

7月6日

378 AT-3

質疑回答Ｎо．３２１で、ガラス全般に飛散
防止フィルム張りを想定とご回答いただい
ております。フイルム張りの必要な範囲につ
いて、以下のように考えてよろしいでしょう
か。御指示下さい。
●ＦＴＰ・ＦＦＰ・網入ガラス面：フィルム貼不
要
●ＡＷ（姿図に凡例あり）：遮光・遮熱フィル
ム
●上記以外：
　衝撃破壊対応ガラス飛散防止フィルム貼

よろしいです。
詳細については、監督職員との協議により
ます。

7月6日

379 A-189

7月1日受領の建具表（改修）において、ＳＰ
Ｇ－２０９のガラス欄にＴ５と記載されており
ます。質疑回答Ｎо．３２５より、Ｔ８を使用
すると考えてよろしいでしょうか。御指示下
さい。

よろしいです。 7月6日



380 A-174

質疑回答Ｎо．３３６で、ＳＰＳ－８０２・８０３
は軽量鋼製建具とご回答いただいておりま
すが、7月1日受領の建具表（既存）におい
て、姿図名称にスチールパーティションと記
載されております。質疑回答を正とし、軽量
鋼製建具と考えてよろしいでしょうか。御指
示下さい。

371番の回答に同じ。 7月6日

381 A-190

質疑回答Ｎо．３３７で、ＡＤ－２０１～２０２
のＰＫはＴ５、飛散防止フィルム貼に変更と
ご回答いただいておりますが、7月1日受領
の建具表（改修）において、ガラス欄にはＰ
Ｋ（ポリカーボネート）と記載されておりま
す。質疑回答を正と考えてよろしいでしょう
か。御指示下さい。

前回の回答通りです。
また、通知した訂正後の図示の通りです。

7月6日

382 A-182

7月1日受領の建具表（改修）においてＳＤ
－２０９Ｇの姿図にガラスフィルム貼が記載
されておりますが、建具表の備考欄には記
載されておりません。飛散防止フィルムが
必要と考えてよろしいでしょうか。御指示下
さい。

よろしいです。 7月6日

383 A-184

ＳＰＳ－２０６Ａ・２０９について、7月1日受領
の建具表（改修）の姿図に袖パネルが記載
されておりますが、名称には記載されており
ません。姿図を正とし、袖パネル付と考えて
よろしいでしょうか。御指示下さい。

図を正とします。ICカードリーダーの設置が
必須です。

7月6日

384
A-172
A-185

以下の建具について、7月1日受領の建具
表の寸法欄と姿図とでＷ寸法が相違してお
ります。姿図を正と考えてよろしいでしょう
か。御指示下さい。

　建具表（既存）　　　○姿図　　×寸法欄
●ＦＳＤ－２　　　　　Ｗ２３０３　　　Ｗ１７００
●ＦＳＤ－２　　　　　Ｈ２５６０　　　Ｈ２０００

　建具表（改修）　　　○姿図　　×寸法欄
●ＳＰＳ－２１５Ａ　　　Ｗ１０００　　　Ｗ９００
●ＳＰＳ－２１５Ｄ　　　Ｗ１０００　　　Ｗ９００
●ＳＰＳ－２１６Ｂ　　　Ｗ１０００　　　Ｗ１２００

・FSD-2については、既存のまま（改修範囲
外）です。

・SPS-215A：W900　が正。
・SPS-215D：W900　が正。
・SPS-216B：W1200　が正。

7月6日

385 A-185

ＳＰＳ－２１６ＢのＷ寸法について、7月1日
受領の建具表（改修）の姿図にＷ１０００と
記載されておりますが、寸法欄にはＷ１２０
０と記載されております。Ｗ１２００を正と考え
てよろしいでしょうか。御指示下さい。

384番の回答に同じ。 7月6日

386 A-186

7月1日受領の建具表（改修）において、ＳＰ
Ｓ－２２１Ｃの姿図が記載されておりません。
ＳＰＳ－２２１の姿図が２つ記載されているこ
とから、下図のＳＰＳ－２２１をＳＰＳ－２２１Ｃ
と読み替えてよろしいでしょうか。御指示下
さい。

よろしいです。 7月6日



387 A-190

ＡＣ－１の建具寸法について、7月1日受領
の建具表（改修）　寸法欄と姿図とで以下の
ように相違しております。寸法欄を正と考え
てよろしいでしょうか。御指示下さい。
○寸法欄：Ｗ５３００×Ｈ２５００
×姿図　 ：Ｗ１６００×Ｈ１９００

よろしいです。 7月6日

388 A-149～164

7月1日受領の２・８～１４階建具案内図（改
修）において、Ｘ９－１０／Ｇ－Ｈ通に改修
建具ＳＤ－１７が記載されておりますが、建
具案内図（既存）の同場所には建具符号が
記載されておりません。建具案内図（改修）
同様、改修建具ＳＤ－１７が必要と考えてよ
ろしいでしょうか。御指示下さい。
　　　　　　　２階建具案内図（既存）

よろしいです。 7月6日

389
A-151
A-152
A-192

6月12日受領の８階建具案内図（既存）に
おいて、附室のＳＤ－２１は撤去建具と記載
されておりますが、建具案内図（改修）にお
いて、改修建具のＳＤ－２１Ａが記載されて
おります。建具表（改修）において、SD-21
Ａは扉改修と記載されていることから、建具
案内図（既存）のＳＤ－２１は改修建具ＳＤ
－２１、扉のみ撤去と考えてよろしいでしょう
か。御指示下さい。
　　　　　８階建具案内図（既存）

扉のみ SD-21A へ改修をおこなう建具で
す。

7月6日

390
A-155
A-156

7月1日受領の１０階建具案内図（既存）に
おいて、Ｘ１０／Ｈ－Ｉ通に改修建具ＡＷ－
３２が記載されておりますが、建具案内図
（改修）の同場所には改修建具ＡＷ－２６－
１が記載されております。１１階に倣い、建
具案内図（既存）のＡＷ－３２をＡＷ－２６－
１と読み替えてよろしいでしょうか。御指示
下さい。
　　　　　１０階建具案内図（既存）

よろしいです。 7月6日



391
A-161
A-162

7月1日受領の１３階建具案内図（改修）に
おいて、Ｘ１０／Ｈ－Ｉ通に改修建具ＡＷ－
２６－１が記載されておりますが、建具案内
図（既存）には記載されておりません。１２階
に倣い、建具案内図（既存）には改修建具
ＡＷ－２６－１が必要と考えてよろしいでしょ
うか。御指示下さい。
　　　　　　　１３階建具案内図（既存）

よろしいです。 7月6日

392
A-148
A-170

7月1日受領の建具仕様書　凡例表におい
て、ＳＤＳは軽量鋼製扉と記載されておりま
すが、建具表（既存）において、ＳＤＳ－８０
１等は鋼製建具と記載されております。質
疑回答Ｎо．３３３において、ＳＤＳは鋼製建
具とご回答いただいていることから、建具表
を正とし、鋼製建具と考えてよろしいでしょう
か。御指示下さい。

よろしいです。 7月6日

393
A-148
A-187

7月1日受領の建具仕様書　凡例表におい
て、ＳＰＤは鋼製ハンガー戸と記載されてお
りますが、建具表（改修）において、ＳＰＤ－
２０１等は軽量鋼製押し引き自由扉と記載さ
れております。建具表を正とし、ＳＰＤは軽
量鋼製建具と考えてよろしいでしょうか。御
指示下さい。

特記仕様書にて指定している、公共建築工
事標準仕様書に記載の名称にならい、「鋼
製軽量」の自由扉とご理解ください。

7月6日

394 A-192

7月1日受領の建具表（改修）において、改
修建具ＳＤ－１７が記載されておりますが、
建具表（既存）には記載されておりません。
建具表（改修）の備考欄に記載のＩＣカード
リーダー・パニックオープンは改修後に新
設されるものと考えてよろしいでしょうか。御
指示下さい。

今回の工事にて新設されるものです。 7月6日

395
AT-2

A-177～180

改修特記仕様書　５建具改修工事におい
て、網戸に適用印が記載されております
が、7月1日受領の建具表（改修）におい
て、ＡＷの網戸欄に適用印は記載されてお
りません。特記仕様書を正とし、網戸が必
要と考えてよろしいでしょうか。御指示下さ
い。

建具表を正とします。
網戸の設置は行いません。

7月6日

396
AT-2
A-148

上記質疑を正とする場合、網戸の仕様につ
いて、改修建具特記仕様書　５建具改修工
事と7月1日受領の建具仕様書とで以下の
ように相違しております。特記仕様書を正と
考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。
○改修特記仕様書：
　合成樹脂製　線径０．２５ｍｍ以上
　１６～１８メッシュ
×建具仕様書：
　ステンレス製　♯３２　１６メッシュ

上記の回答による。 7月6日

397 A-148

7月1日受領の建具仕様書　複層ガラス種
別凡例において、ＳＬ１Ｂは断熱型と記載さ
れておりますが。Ｌｏｗ－Ｅガラス仕様には
日射取得型と記載されております。日射取
得型を正と考えてよろしいでしょうか。御指
示下さい。

断熱型＝日射取得型として記載していま
す。

7月6日



398 A-179

7月1日受領の建具表（改修）において、Ａ
Ｗ－４５－１の姿図にガラスフィルム張り（新
設）が必要となっておりますが、建具表の建
具金物欄には記載されておりません。姿図
を正とし、フィルム貼の新設が必要と考えて
よろしいでしょうか。御指示下さい。

よろしいです。 7月6日

399 A-194

6月12日受領の建具表（改修）において、改
修建具ＳＰ－１１２のガラス欄にＦ４と記載さ
れております。改修建具のため、ガラスの新
設はなし、＜Ｆ４＞と考えてよろしいでしょう
か。御指示下さい。

よろしいです。 7月6日

400 A-190

7月1日受領の建具表（改修）において、ＦＨ
の備考欄に仕上材:天井仕上げ材に準する
と記載されております。枠仕上に倣い、ス
チール、ＳＯＰ塗と考えてよろしいでしょう
か。御指示下さい。

設置箇所周辺部の天井材と同等の仕上と
します。

7月6日

（以下、内部に関する質疑）

401
A-121～127
A-322～327

A-329

Ｓ－６:ｼｰﾄサインについて、各階サイン案
内図でＳＳに記載されておりますが、サイン
詳細図では９階（姿図では８階及び９階）と
記載されております。展開図より、各階のサ
インの寸法について下図のように考えてよ
ろしいでしょうか。御指示下さい。

各階のｽﾀｯﾌｽﾃｰｼｮﾝｼｰﾄｻｲﾝは、
共通で下記の①です。
その他、部分的に②、③を設けています。

①床から天井までのサイン
　下地：St.PL-2.3　W1100×H2300
　＋ｶｯﾃｨﾝｸﾞｼｰﾄ(ﾃﾞｻﾞｲﾝｼｰﾄ張り)

②９階：SDW-201の上部に
W1900×H540 ｱｸﾘﾙ板＋ｼｰﾄ切文字

③10～14階：既存SP-112のRｺｰﾅｰ上部
（スチール幕板H＝300　L＝3800）に
カッティングシート（デザインシート張り）

なお、①の設置位置について
9階はSPG-209、10～14階はSP112のそれ
ぞれ受付側に下地を取付け、シート張り。
14階の無菌病棟については、（8、I）の柱型
に設置とする。

7月6日

402 A-314・315

吊戸棚・収納棚の参考メーカーを御指示下
さい。

AT-5 改修特記仕様書(５)の【その他】造作
家具　に記載の通り。

7月6日

8階

9階

10～14階

14階



番号 項目 質疑事項 回　答 回答日

1 共通仮設費
  腰壁撤去・復旧は北側の構台のドライエ
リアの壁でしょうか？

  南北に設置する工事用エレベーターの
停止階（改修対象階）の各階バルコニー
腰壁部分。

6月18日

2 共通仮設費
  外部仕上足場の設置場所を教えてくださ
い。

  改修対象階の南北のバルコニー部分。
設備配管改修のため。

6月18日

3
  仮設事務所の記載がありませんが、構内
にハウスを設置できると考えてよろしいで
すか？

  よろしいです。
  現場説明書「別図-1」記載の工事用地
内に設置を想定しています。ただし、工事
用地は本工事に関連する別途発注工事
の受注者も使用することを想定していま
す。

6月18日

4
  仮設事務所が構内に設置できる場合、見
積は建築だけの大きさ設定としてよろしい
ですか？

  よろしいです。
  ただし、上記記載の通り、工事用地は本
工事に関連する別途発注工事の受注者
も使用することを想定しています。

6月18日

5
  作業員トイレは構内トイレは使用できず、
仮設トイレを設置と考えてよろしいです
か？

  よろしいです。 6月18日

6 7.躯体改修

７．２改修の透視室　X装置　床用補強架
台鉄骨で、Ｓ－６図 Ａ案 ２階 透視室 Ｘ線
装置 床用補強架台 伏図のベース位置図
に記載のアンカーボルトＭ１２が数量書に
計上されていません。下記の点を御指示
下さい。
●ベースプレート及びアンカーボルトは建
築工事と考えてよろしいでしょうか。
●建築工事の場合、ベースプレートの板厚
は１９と考えてよろしいでしょうか。
●ベース位置図においてアンカーボルトと
されている位置にＡ ｓｅｃでは中ボルト １３
－Ｍ１２×５５が記載されています。Ａ ｓｅｃ
を正とし、アンカーボルトは中ボルトＭ１２
×５５に読み替えて考えてよろしいでしょう
か。
●中ボルトではなくアンカーボルトが正の
場合、アンカーボルトの長さを御指示下さ
い。

　　ベースプレートは別途工事（医療機器工
事）。
　　アンカーボルト溶接M12　L＝55は建築工
事。

6月18日

東京科学大学（湯島）Ｂ棟病棟他改修工事
における　数量書　に対する質問回答書



7 7.躯体改修

７．２改修の透視室・検査室 天井式モニ
ター架台用補強鉄骨に計上されている耐
火被覆について、それぞれ厚４０、２時間
耐火となっていますが、下記の図面に記載
の仕様と異なります。意匠図Ａ－７０図を正
とし、撤去・復旧共に厚６５、３時間耐火と
考えてよろしいでしょうか。御指示下さい。
●Ｓ－１図 ８．鉄骨工事（８）：ＤＳＧ（Ｔ２）ｔ
＝４５吹付
●Ｓ－９図 ２階 検査室 天井式モニター架
台受け 補強鉄骨詳細図 共通事項３：ＤＳ
Ｇ（Ｔ２）ｔ４５
●Ａ－７０図 １ 透視室天井吊モニター用架
台詳細図：ＤＧＳ（Ｔ３）ア６５
●Ａ－１９６図 １耐火性能 耐火時間区分
及び使用材料表：３時間耐火 ア６５
●Ａ－１９６図 ３耐火性能 梁耐火被覆：３
時間耐火 ア６０

　A-196図１番　記載の耐火被覆厚さとする。 6月18日

8 7.躯体改修

７．２改修の屋外テラス ルーバー受け 補
強鉄骨について、耐火被覆の復旧が計上
されていますが、以下の点について御指示
下さい。
●２時間耐火が厚４０と記載されています
が、Ａ－１９６図では２時間耐火は厚４５で
す。図面を正とし厚４５と考えてよろしいで
しょうか。

　よろしいです。 6月18日


